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はじめに
情報化社会の塙明けと騒がれた1970年も，はやその二年目を迎えた。この70年
代後半にかけては家庭用コンビューターまで出現するであろうとの予想も聞かれる
昨今ではあるが，これら情報化社会，知識産業社会といわれる未来の社会で，図書
館はどのような変革をもたらすであろうかo
本来が保守的といわれる図書館界にも，いや，保守的体質であったがゆえにこそ
技術革新に対しては敏感であったのかもしれないが，情報選択時代に備えて，それな
りに強い意欲が秘められていたことは事実である。すでに国立国会図書館やその他
数館ではコンピューターを用いた実験や諸活動が展開されている。これらライブラ
リ ・ーオートメーショ‘ノの真価が発押されるのは，地域あるいは全国規模のネット・
ワークが構成され，それらが連動する暁においてであろう。やがてその日がくる。
未来社会のライブラリー・オペレージョソに大きな布石を打った MARC計画
については，国会図書館小田泰正氏をはじめ数氏によって報告や発表がおこなわれ
ているが，それらの補足資料とでもなればと考え，これをとりまとめたo内容的に
は，昨年 (1970年） 4月にこの原稿を提出してあったという事情があり，さらに，自
己の知識の非力さもあって，掘下げを欠いた恨みは残る。しかし，次の機会には，
テーマを絞って一歩進めたいと考えている。
なお，"THEMARC I FORMAT: A Communications Format For Bibho-
graphic Data, Prepared by Henriette D. Avram, John F. Knapp, and Lucia 
J.. Rather."の主要部分の訳政については， Mrs.Henriette D. Avramからご承諾
を頂いたことも付言し感謝の意を表したい。
§ MARCパイロット・プロジェクト
概略
MARCパイロット ・プロジェクトは， カタローギソグ ・デークーが機械判読
C可読）フォ ームヘ変換しう るか否か，その可能性を探究すべく 1961年以来，地道
に栢み重ねられてきた調査と研究，さらには，その討議の結品であるともいえるで
あろう。
1965年 1月11日。大学，政府機関，民間諸団体の各代表が米国議会図書館
Library of Congress (以下 LCと略）に参集し，第一回目の会合 Conferenceon 
Machine-Readable Catalog Copyが開催された。この会議ではイソフ ォルニクス
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社 Infornicsinc. によって用意された質料が討議に付された。
LCは，ここで， LCのカ タロ ギー‘ノ グ惜報を磁気テープで供給するためには，
機械判読目録の開発を推進しなければならないとの結論を下すにいたった。そこで，
機械処理の観点からカクローギングを分析するために 3名のスタッフが選出され
たo
＊＊ 
これらのスタッフたちによってまとめられたレボ トー は1965年の 6月に ISS
** planning Memorandum, no. 3として公表され， 機械判読レコ ー ドの内容および
データー表現の方法について大きな示唆を与えるところとなった。
* Buckland, Lawrence F. The Recording of Library of Congress Biblio-
graphical Date in Machine Form. 
* Avram, Henriette D., Ruth S. Freitag, and Kay D. Guiles.: A Proposed 
Format for a Standardized Machine-Readable Catalog Record; a Preli-
minary Draft. 〔Washingto切 Libraryof Congress, Office of the Infor-
mation Systems Specialist, 1965. llO p. (ISS Planning Memorandum, 
No. 3) 
** ISS Planning Memorandum. No. 3にみられる入カレコー ド
01 jEHG I 00064663081 A I t965 I 00761 
入カレコードの部分的な例であるが，左端の数
字はクグ。02 Newman, Louis Israel,/1B93・/ 
03 The J•wish peopl~, faith, and_ lifc;l a manual 
and即idcbook_.6finformation concernins Jc;,ry 
•nd ・ Judaism,/by Louis I.. Ne'1man. 
04 New York, Bloch Pub. Co., 1965. 
(etc. J 
01 固定フィ ールド
02 芳者
03 税題
Q.[ 出版事項
E.Wl'LE OF THE INPUT RECORD AS IT WOLJLO BEOlChN!ZD C•N MAGNE1・lCT,¥l'E 
l言可二言NG0006.46630了~-言；；；言6~ニ了ニ―LOU I s'1 S R A~-L 
7 i3);;;,---- __),. I 
LJ 3 < 
、 一.. 一・--- • ―---・. 一"¥ / 1 a 9 3-/ r H E .J E a 1s H P・s o P L s r A 1r H A N o L 1 , E• 7. A ざ 'J 1 MA~ < . 一―・・---.?o・ 
之 —--―">,.
くUt,C AND GUIDEBOOK OF INFORMAT¥.ON CONCERNING・JEWRよY___ "$ 
"' 飼-J じ OAI~丁Y-LOUlS l, ~ 下すMA N ,」NE W・y O R K, .B L O :.;.:__.!.:_望t
・ie! 
i,. co., l96s.loo1102slo29J124l1s31031ドl伶;end of record・mark) 公,.• <12 ぢO
（注） 固定フィールド の構成は，言語コード，LCカ ドー ・ナンバー，主記入の
形式，出版年，出版地からなる。各フィールドは/end of ful title, % end 
of short titleで区切られている。 この記号はサブ・フィールドのタグでもあ
・ る。
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これが磁気テープに採録された例が，次の印宇テープであるが，このレコー
ドは 231文字からなる。文字の位既は欄外に示されているが，このキャラクタ
ーぷジション (0から 230)までと， レコードの終結記号 (231)である。はじ
めの 4桁 coから 3)は，このレコードの最終の文字の位匠が 230であること
を示し，次の 4桁 (4から 7)は，固定フィールド部分の最終文字の位四が29
であることを表わす。
固定フィールドは (8から29)までである。言語コード 3字， LCカードナ
ンバー10字，主記入の形式 1字，出版年 4字，出版地 4字からなる。これに続
く (30から 212)までが可変フィールドである o末尾部分の (213から230)は，
主記入棟目，様題，出版事項の三フィールドのそれぞれの害き出しをはじめる
位囮，スターティング・キャラクター・ポジションと，そのフィールドの長さ
を示す。
ここで例示したレコードには固定フィールドに 5項目のデーターがみられる
が，当初この固定フィールドの項目としては18項目があげられて検討されてい
る。これが MARCIの実験過程で， MARCI の実施過程で修正改廃されて
現フォーマットのリーダー・フィールド，コントロール・フィールドを構成す
るのである。また，テープの末尾にみられる標目，標題，出版事項の苦き出し
位1'lと字数の表示は， レコード・ディレクトリーヘと発展するのあでる。
このフォーマットの原案は，その時既に一部には機械化を進めつつある図書館
もみられたのであるが， 150を越える図書館のスタッフたちによって再調査され，
大多数の図書館の強い関心を集めるところとなった。これが詳細なる検討のうえ
MARCとして採択されたoかように， MARCのフォ ーマットはこのレボートを基
礎として組み立てられたものではあるが，この時には広範囲なユーザー・グループ
からの意見や提案が提起されるにまで広く浸透しており，二三のデーター要素，出
版社コードとか，図書の高さなども賛否両論に分れた討議過程を経て追加されたこ
とはここで注目するに値する事柄であろう o
1965年11月。 LCにおいて第2回目の会合が開かれた。その12月， LCはCouncil
on Library Resourcesからの基金 130,000ドルの提供を受けると，このうち 100,
000ドルをシステム・プラソニングおよびコソビューター・プログラムの作成費に，
計画実施に要する経費についてはほぽ同額の LC予算分をあてる案を立ててバイロ
ット・プロジェクトの実行に踏み出すのである。
かくして， MARCパイロット・プロジェクトは直ちに開始された。 196辟Fの
2月には， CLRとの合意のうえでカタローギング・データーの処理と実験参加各
館へ配布する書誌レコード印刷用のコンピュークー・プログラムの開発を含む，要
求されるシステムの設計と開発のための予算配分が確定したo
実験参加図書館機構の結成にあたっては，この計画に強い参加の希望を示した
申し込み40館のなかから，図書館の規模，頬型（特殊館，国立，州立，大学，公共，
学校），地理的条件，設備・要員の有無，資金， MARCデーター継続利用の意図の
有無，データー利用上の評価およびレポートの提出など，幾つかの要素が加味され
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て16図書館が選抜された。
同じこの 2月には，これらの参加各館の代表も参加した第3回目の会合がもた
れている。この席上 LCは，各館へのテープの頒布はこの年の 9月から開始すると
公表したo
MARC実験参加図書館一覧
パイロット ・プロジ ェクトに直接参加した図担館は次のリストにみられる第1
次の各館である。 この実験へ意欲をもちながらも選にもれた図書館は．これら第1
次の各館から再生された MARCテープの提供を受けて問接的な実験を行なったo
リストにみられる第2次の各館がこれである。将来の地域ネット ・ワークの構想が
伺われるo
第 1 次
Argonne National Laboratory, 
Argonne, Tl. 
University of Florida Gainesvile 
Harvard University. Cambridge, Mass. 
Montgomery County (Md.) Public 
Schools 
Nassau Library System, Garden City, 
N.Y 
Rice University, Houston, Tex. 
University of California, Los Angeles 
Washinton State Library, Olympia 
Yale University, NeW Haven, Conn 
Indiana University, Bloomington 
Georgia Institute of Technology, Atlanta 
National Agricultural Library, 
Washington, D. C. 
Redstone Arsenal, Huntsvile, Ala 
University of Chicago, Chicago, Il. 
University of Missouri, Columbia 
University of Toronto, Toronto, Ont 
第 2 次
Hershey Medical Center Library, 
Hershey, Pa. 
Cleveland (Ohio) Public Library 
Sandia Corporation, Albuquerque, N. M 
Oak Park Regional Processing, Center, 
Oak Park, Il. 
RensselaerSPolytechnic Institute, Troy, 
N.Y. 
Florida Atlantic University, Boca Raton 
Cornell University, Ithaca, N. Y. 
Columbia University, New York, N. Y. 
United States Naval Academy, 
Annapolis, Md. 
SUNY [State University of New York〕ー
Stony Brook 
Curriculum and Enrichment Center, 
Guilford, New York 
Texas A & M, College Station 
lnstitute of Library Research, Berkeley, 
Calif. 
SUNY-Buffalo 
University of California, Santa Cruz and 
Irvine 
Washington State University, Pullman 
Department of Public Instruction, 
Olympia 
University of New Mexico, Library of 
the Medical Sciences, Albuquerque 
Purdue University, Lafayette 
University of Wisconsin, Madison 
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コンピューター
実験を実施するに際しては，当然のことながら，機械判読デークーの中央集中
生産の実行過程で遭遇するであろう諸節害を研究し，これを克服しなければならな
ぃ。 LCのスクッフたちは直接自ら実行にあたるべきであると判断し，サービス機
関への依頼は避けることにしたo
使用するコソヒ°ュター機器については，あくまでもこの計画は実験としての計
画であり，今後永続的に継続する通常業務ではないとの理由から，また，あまりに
も未知数が多く，かつ，多様でありすぎるとの理由もあって，現有のコソビューク
-IBM 360を使用することに決定した。
この LC 手持ちのコソビューター ・ •ンステムは IBM 360を本体とし以下の附
屈装骰からなる。
Model 30D Central Processing Unit. 
9 Track, 800 b. p. i. Magnetic Tape Drivers. 
Card Reader/Punch 2540 
Printer with 48 Character Set 1403 MOD 3 
Multiplexer Channel. 
Console Typewriter 1052 
さらに， MARCパイロット・プロジェクト実施にあたっては下記の周辺装貯
を増設する必要がある。
7 Track, 556 b. p. iMagnetic Tape Drive. 
7 Track Magnetic Tape Compatibility Unit 
Paper Tape Reader 2671 
Selector Channels. 
9 Track, 800 b. p.i. Magnetic Tape Drive. 
120 Character Print Train. 
????
??
?
??
ライプラリー・システム
折りしも， LCでは1966年の夏以降15ヵ月のスケジュールで中央因誌処理シス
テム AutomatedCentral Bibliographic Systemを設計すべく画策し，それに必
要とする文献を広範囲に渡って蒐集にかかっているところであった。この‘ンステム
の開発に必要とする情報を選別するために，出来るだけ多姑の機械判読データーを
利用したいとの希望が寄せられ，また，コソビューター ・タイプセッティソグ（自
動柏字装四）やファイル構成の研究等々の部門でも研究基礎データーに使いたいと
の希望もあって計画に拍車がかけられたo
この MARC、ンステムの設計にあたっては，次のようなプロジェクトとしての
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条件が出されている。
恨行の図書館業務が維持されること。
実行可能となった時には，オートメーツョン技術が委譲されること。
労力の重複無駄を避けること。
周辺地域，国家，國際共同体とのコミュニケージョンヘ展開ができること。
選択情報を，出版物なり，その他の方法で頒布できること。
実行可能となった場合，それが甚準化できること o
設計は，普遍性をもつ規格の設計であること o コスト低減を計ること。
LCおよび図書館機構の最大関心事が優先すること o
そして， これらの条件をもとに， MARCプロジェクトは，次の四つの骨格に
分けられた。
(1) MARC、ンステムについては， デイジイタル ・フォームの書誌情報を構成
要素とする機械判読カタログの作成，維持，検索に関する技術とオペレージョン
に重点をおく。
(2) MARCネット・ワークについては， デイジイクル ・フォームの書誌情報
を遠隔地に伝送および受信しえる技術とオペンージョンに重点をおく。
(3) MARCンステムの応用については， 上記のほかに， LC特有のオペレー
ジョン技術に応用できる，技術とオペレーショソに重点をおく。
(4) MARCの基準と協約については， MARCプロジェクト部内における諸活
動の基準と協約に重点をおく。
これをもとに設計は進められたo
ところが，肝心な書誌的プロブレムの解明はいまだ充分といえる状態にはなか
った。たとえ，ライプラリアソが通常の業務を上廻る範囲までコンピューターを活
用したいと考えてみても，さらに難解なる•ンステムの問題に直面したのである。図
書館の機械化のためにはマニュアルやサブジステムの問題がある。これには，人対
機械のオペレージョ‘ノ，プロセデュアー，ハードウェアー，イソプットの方法，プ
リソクー，また，オ‘ノライ‘ノ・プロセンソグ，ファイル・メインテナンスなど解決
すべき課題があまた包括されているo 図書館がかかえる問題は本質的にはジステム
がかかえる問題でもあったo
だれしも，図書館活動の，受入収書業務から目録整理，貸し出し閲覧，レファ
レ‘ノス，印刷に至るまでの一連のサイクルを通じて有効なる書誌データーを入手す
ることが可能となるンステムを開発したいと望むのは至極く当然であろう b しかし，
書誌的プロプレムの解決が未熟な状態にあってはいかんともしがた＜ ，まずは，カ
クログの構成がこのジステムの中核を占め，このファイルのすべてのオペレツョソ
に大きな役割を果たすという点を勘案して，第一にカクログカード ・データーに焦
点をあわせたのである。
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フォーマットが定まると，ひとつには期日的な設定，ひとつには実験参加各館
で実験される MARCデーター処理の成功度，この双方を考慮に入れてオペレーシ
ョ‘ノの手初めは，新刊の，英語を使用して書かれた単行図書と限定し，直ちにその
実行に取りかかったo
◎巳□こ The,¥JARC lnle泊nSystem
The MARC Pilot Project; final report. p.25. 
レコードの作成
この実験グループは実験としてのレコード作成であるとの条件から LC館内で
現在遂行されている日常業務を阻害してはならないとの判断に立って， 日常の目録
整理作業には支障を与えない場所に陣どった。そこでカクローギング・データーを
受理し，これを編集，変換する活動に入ったo
ワーク・ツートヘのデーターの記入は，現行目録整理作業の最終段階， 1耳l録原
稿が出来上って印刷カード作成のため植字機へ阿送する直前に，そのカクログ ・カ
ード (manuscriptcardと呼ぶ）を MARC用のワーク・シー トInputwork sheet 
ヘ複写する。このシートの各欄，固定フィールトおよび可変フィールドヘは MARC
担当の絹集者がそれぞれの記号あるいはチェックを記入してパソチャーヘ渡す。パ
ソチャーは DuraMach 10を使用して紙テープヘさん孔を行なう。
このワーク・シートは MARCの編集者たちに過度の負担をかけないように配
應され，同時に誤記入検出機能をも加味し，複製ブリソトが容易に行なわれるよう
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＊＊ 
に考案されている。この誤記入検出リスト Diagnosticlisting (診断害）で再度の
確認点検を済ますとこの紙テープから磁気テープヘの変換採録が行なわれるのであ
るo
＊紙テープのさん孔， 読み取り， 印刷が可能である入出力装悩'Ribbon Im・
pression Composing Machineの一機種である o 図害館で利用しうると考
えられる機種に次のものがあげられている。
1. Friden Flexowriter. 6. IBM 870 Document writer. 
2. Friden LCC-S Justowriter. 7. Dura Mach-10. 
3. Friden Justowriter. 8. Invac TTR-200. 
4. Remington Rand Synchrotape. 9. Invac TTR-100 
5. Smith Corona Typetronic. 10. Invac PK-144 
* Diagnostic listing参照。たんに校正用の印刷リストではなく，コンヒ゜ュー
ターによる誤記入検出も行なわれる。参照図下段の Diagnosticnotesに
Fixed field Place missingとあり， Placeの欄に ERRORと印字されてい
る点に注意o
"'● " ""'"""'""" 
OI●'"" ""'" """ .. -000,0, '"" "'・0001 い"" "" " '"""'" """"ヽ" ""し9 """ "・"'"" mu, "●' "  " ""'" ""'・'"'● "' 
m soc " "'"'°"'"鼻"
L● ,ouoc, DAT』 "" "'ヽ'""● TIDN on● 
CL● " L● aG I L● ,oz m o鼻"''"''"●CE "'" ,m,r 
"'" ENGL S1'CLE "" "い"'""'" " " "'" ""'●'""'・. s,,r,s, HO '"" " """ -"' 
""●● lE """・ 
JO ●9ゆ""'"""'""'・
""'"'"""" 20 """" • 紐 OCO;< (>IEs,J,00,7 01 c,o,c,-(0",,o, II 1'0• >•,S U'( Of "''"'°''au,,) ,., ""'"'"'" "'""● "'●s● " 
'"""'"'"'" 
COll● "" "鼻""'
" "'"'了.,.,."'"'"'・"" [,.,、"'●•l 
" "'● ●',. "'''・・""・" "・
"' " "" Of "'● ""'" "'""''''""" "'""'" "" " ,.'"● " "'"'Of "'"'""・ 
" "'""'・-"'"""""'"・ —. """'" .... "'● . ●'"'"'. ・"'""''"、,.,"" "'"・-・"'"●L ●"'  "≫OCO.--(>CWCS ""'W●"''""" 
●''°"'',mm.--unm "" "'ヽOS ,,cm,,fCllC'5 Of'"'-'"'·''""°'oj--"'tlm""'l• ->B · •OJ . "'"ヽ'""し""'""""'"'"'"・ 
（ . "ヽ ' """'・・・rnm,s"''"'""" 
)UOJEC『"●""' 70'·"""°·"'""'• 1m-ms. 
"" .,』'"了9●"" "'・"""'・""""・"ー"''・,. "し'"'" " ""・'"●9 
"" "'"・"""" , "'・"令9
I .C. UH,00 C●●'"'・" "一"'
"● "'"" """ ""',fm ""'""'"' 
入力の一例 ('i!t名部分）
200Wait for the dawn :/a war novel,/by John Smith,/illustrated by Jdck 
Straw. 
これがテープ上では次のようなフォームとなる。
024200Wait for the dawn: 018210a war novel, 020220by John Smith, 032 
230ilustrated by Jack Straw. 
最初の 3字はそのフィールドの長さを示 し， 次の 3字がそのフィールドの
タグを示している。
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砥気テープ
この磁気テープヘの採録は•ンーケンジァル ・ アクセスをとり，このファイルは
四部分からなるo
1. MARC・マスター・レコード・ファイル (LCカードナンバー順）
2. 簡略著者書名ファイル（アルファベット順）
3. 人名相互参照ファイル（アルファベット順）
4. I牛名相互参照ファイル（アルファベット順）
作業にかかってみると，実際にはこのスケジューJレ通りに車が進捗するもので
はなかった。予想されるデーターに対してこれに対応するプログラムの間に合わぬ
ことがあり，それに，言語，出版地，出版社の広範囲なコードのリスト作りも未了
であった。キャラククー ・セットの設計も急を迫られる状態にあったo当初 9月と
予定されていたテープの頒布計画は遅延し， 10月のテストテープの郵送を皮切りに，
やっと11月から毎週定期的に配布される運びに進展したのである。
計画初頭の段階では，LCで整理される英語を使用した単行図祖の一切を採録
する予定が立てられており（特殊なドキュメント，レアープック，逐次刊行物は除
外）， 週あたり 600タイトルと算出されていたのであるが， この計画の進行中に
＊＊ 
National Program for Acquisitions and Catalogingが活発化して英語単行図密
のカタローギ｀ノグは週あたり 1,000タイトルにまで増大することとなったo
＊ランダムアクセス（等速呼出し）に対するシーケンシァル ・アクセス（逐次
呼出し）。磁気テープヘの採録にあたっては， 計算機の記槌装監の容批の許
すかぎりレコード ・データーを集団化したプロックは大きいほうがよい。こ
のプロックの長さについては， 1レコード 1プロッキングとされている。ま
た，参加館のひとつ， HarvardUniversity, Widener Libraryで行なった
シェルフリストの作成尖験の報告によると， レコードの長さにもよるが，プ
ロックあたり平均して約15レコードとされている。
* National Program for Acquisitions and Cataloging (NP AC) 
1965年の高等教育法 HigherEducation Act第二条C項に基づく活動であ
って，とりわけ重要な課題である外国図害のカタローギングを相互に分担するこ
とによってリサーチ ・ライプラリーの活動を援助 しようとする目的から企画され
たプログラムである。最近とみにクローズアップされてきたライプラリー ・オペ
レーションのひとつである。この計画に沿って米国緞会図書館は10ヵ所にシェア
ード ・カタローギング・センターを設け，さらに20ヵ国おのおのの国立区l害館あ
るいは全国咎誌機関との間に協定を結び，これら機関によって準備される目録を
利用せんと活動を開始した。
1968年には，日本，イタリーがこれに加わり， 22ヵ国に拡大された。この計
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画は，各国で行なわれている同一図苦の重複カタローギングを除却するばかり で
はなく，カタローガーを最大に活用せしめるにも役立つものであり，かつ，その
迅速性がカタログ情報を必要とする米国国内の図書館界で大きく受け入れられた
のである。この重複カタローギングについては，図害館の機械化との関連からも
とらえられ，種々の角度から調査もなされているようではあるが， YaleUniver-
sity, Sterling Memorial Libraryの F.G. Kilgourの試算によると，米国内の，
カタローギングで費やされる重複分の費用はいかに低く評価しても 5 千~ 7 千万
ドルは下らないとされている。
カタログ情報の迅速化とカタローギングのコスト ・ダウン。それに，単瀾か
つ膨大なデーター作りに多大の時間を割いているライプラリアンが，より傾的な，
より学問的なサービスヘと展開し得る時間を編み出すためにも，このシェアード
カタローギングは，図書館の機械化とともに切り離すことのできない問題でもあ
ろう。そして，この世界にまたがるシェアード ・カタローギングが，やがては互
換性のある磁気テープに四き換えられようとしているのである。
プリント・アウト
この MARCのファイルからコソビューター ・プログラムによってプリソトさ
れる種類には次のものが挙げられる。これらのプログラムでは，大文字を使用する
場合と大文字小文字を並用する場合の二通りが可能である。
1 LCで確認点検用に供する誤記入検出リ ス I・ o
2 実験参加各館へ磁気テープとともに送付するリ ス ト。
a 収録された LCカードナ‘ノバーリスト。
b 同，アルファベティカルに排列された著者 ・出名簡略リスト（最大 120字
以内，左端に LCカードナンバーを印字）。
3 実験参加各館でプリソトする印刷物。
各館へはこれらをプリ‘ノトするためのコソビュークー ・プログラ ムが提供され
る。
a 収録されたレコ ー ドを， LCナンバーを指示することによって収録レコー
ドの全部，あるいは自館が必要とするその一部のプリソト。
b 人名および件名の相互参照リスト。あるいは 3X 5カードヘの印字。
c 副出， （牛名を検索用に印字した3X 5カードの完全セットのプリソト。
* LCから磁気テープに添付されて提供されたプログラムは，記悩容址 8Kの
IBM 1401用と IBM 360 Model 30用との二通りであ恥参加各館のなか
には磁気テープにあわせて自館が使用するコンヒ゜ューターのプログラミング
を行ない， GeorgiaInstitute of Technologyの Libraryでは Burroughs
B-5500用のプログラムを作成 して利用している。
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実験参加各館へ提供されたプログラムは基本的なプリ｀ノト・アウトのプログラ
ムであって，このほかは各館がその利用目的に応じて，または所有装置の機種に応
じて独自に開発しなければならない。
参加各館がこの実験で使用した機種は， IBM1401の小型から BurroughsB-
5500, IBM 360 Model 75の大型まで，かなり多種にわたるが，機種が大型である
からといって特に成果が挙がったわけではなく，かえって小型を使用した図書館の
なかに大きな成果を挙げたところがみられたo
＊小型機種で 4KBから 8KB,中型で 65KB前後まで， 大型はそれ以上とさ
れる。レンタルによる分け方もある。 KBはキロ・バイト。記憶容批の単位
は機械によってまちまちで，KB,KC, KWなどの表示で示される。
MARC、ンステムフロー (Weekly)
• MARC Dis<cib"'ioo Smi"で除去される。
The MARC Pilot Project ; final report. p. 43. 
ワシントン州立図書館 この MARC レコードを用いて KingCountry, 
North Central, Timberland Public library の図書館•ンステムを包括した新収総
合目録＿内容は 4部に分れ，登録番号，著者，書名，件名の各部毎に排列＿を
作成oこの実験を通じてのコストはタイトルあたり約 1.57ドルと算出されている。
ショージア工科大学 Price Gilbert Memorial Libraryでは特殊カ タログ
および総合目録用のカタログ・レコードを作成。また， MARCレコードから選り
出したレコードヘ地域用デーク-Local dataを追加して，蔵書目録の作成を考慮
に入れたイソフ°ットで自館用のテープを生産している。 NPACの活発化に伴なって
LCでの採録が多少手間どったという制約もあるが， このテープ・レコードについ
ては，収書英語図書の40%までが利用し得たとされ，このコ ストは一タイトルあた
り1.02 1"1レ，ーカードあたり 13セソト以下であるとの報告が出されている。使用機
種は BurroughsB-5500。
トロント大学図書館 カクログカードを作成。選り出されたレコードは，
U. of T./MARCトロソト・ジステムに繰り込まれてカードやデー クー ・シートの
印刷に利用されている。
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U. of T./MARCシステムは次の四種類のレコードを処理する設計になっ
ているo
1. カレントな LC/MARC磁気テープ・ファイル。
2. 新レコードの指示や，将来変更がある場合の削除を指示するサー
チ ・レコード。現在は LCカードナンバーのみからなる。
3. トロント大学図書館作成のオリヂナルレコード。
4. LC/MARCのレコードからより出したレコードや， U.ofT./MA 
RCのオリヂナルレコードに訂正追加をするための訂正レコード。
これらのレコードはフローチャートに示されたごとくに PDP-8,IBM 
1401, IBM 7094の一連のプログラムによって処理される。
MRC 01 Dura Mach 10でさん孔した紙テープを磁気テープに変換する。
MRC 10 (2, 3, 4の）三種類のレコードを一本のテープに併合し，U.ofT./ 
MARCフォー マットヘ統一する。
MRC 15 MRC 10のア ウトフ°ットを LCカードナンバー順に分類するo
MRC 17 U. of T./MARCフォー マットヘ LC/MARCレコードを抽出し，
LCカードナンバー順で探索，訂正，原始レコードを併合する。
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MRC 20 MRC 17分類ずみの探索および更新テーから ，新マスターテープを
作るために旧マスターテープと併合する。この手順は，
1. 新たに採出された MARCレコードを旧 U.of T./MARCマスタ
ーファイルに追加する。
2. U. ofT. Libraryで新たに作成したレコードをこのマスターファ
イルに追加する。
3. 指示のある MARCレコードを訂正する。
4. 探索
(i) U. ofT./MARCマスターテープに採録されたすべての MARC
レコード。
(i)現行サイクルに切り換えるすべての レコード。
5. 探索済のデータ ー シートレコ ードを DataSheet/Catalogue 
Cardsテープに害き出す。
原始レコ ードの追加，MARCレコードの訂正，U.of T./MARC 
レコ ードの 訂正用に， カタログカードレコードのナンバーを
Data Sheet/Catalogue Cardsテープに密き出すo
MRC 25 IBM 7094で，グループごと に DataSheet/Catalogue Cardテー
プのレコードを分類する。
データーシートレコードは日 付や，さん孔順に分類され， カタログ
カードレコードはカタログの所在やファイルの部門に分けて分類さ
れる。
MRC 30 デタ ーノートレコートを所定の連続用紙に前刷りする。
MRC 31 カタログカ ドレコ ドをカ タロクカ ー ド用連続用紙にフ リントす
る。
エール大学 MARCプロジェクトが閲始される以前からカタログカード作
成のコソビューター・システムが完成していた。 MARCレコードはエール書誌シ
ステムで使用中のフォーマットヘ変換され，そのカタログカードは医学図害館用に
印刷されている。また，科学文献研究者用，医学図書館用の新刊リ ス ト作 りにも利
用している。
ハーバード大学 それぞれの専門図書館向けに各専門分野のリスト作りを行
ない， 採録レコードの分類 RC医学）からは CountwayLibrary of Medicineで
使用する新刊選書用資料としてのカタログカ ー ドを，分類 BC哲学 ・宗教）からは
Andover-Harvard Theological Library用のカタログカードを印刷している。ま
た，イソドで刊行された図書のすべて，あるいはインドヘ分類された図書，件名が
イソドである図書など，イ ンドに関係ある図書一切を MARCレコ ードから選別す
る複雑なプログラムの研究も進めている。
ライス大学 カードナンバーで排列した収書用リストを，各タイトル毎に著
者，書名， 出版事項，双書注記を含む，簡略目録記入でプリントしている。カタ P
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グカード作成用のプログラム，それに学位論文コレクジョン書冊目録作成用のプロ
グラミソグも完了。
アルゴン国立研究所 MARCテープの再生産が行なわれ， 各館へ空輸され
ている。このテープは LC で週刊テープが生産されてから三• 四日後にはその目的
地へ届けられるとのことである。
パイロット・プロジェクトの期間延長
第一期の段階で各館へ配布されたテープにはカクログと相互参照レコードが収
録されていたのであるが，この相互参照レコードは，収録されたカタログとうまく
噛み合わず予期したほどの効果があがらなかった。そのため，この相互参照情報の
配布は今後の研究にまつことにして，了解をもとに， 1967年の 5月でこれを一時中
断することになった。
この実験計画の終了予定は， 1967年 6月30日であったo しかし実験に参加した
各館からの意図は強く， その支持を受けた LCは1967年 1月の ALAMidwinter 
Conferenceにおいて，次年度の 6月までこの計画を延長すると発表。
1967年の 3月。これらスタッフたちは MARCフォーマットの分析とその評価
のとりまとめにかかった。通称 MARCIと呼ばれる新フォーマットは，実験参加
の各図害館，熱意を傾注しt―こフイフフリアン，また，コソビューターのスペシャリ
ストたちの意見や勧告に負うところ多く，その本体に種々の改訂が加えられていっ
た。
この設計原案は， 1967年の 6月にサソフラソシスコで開催された MARCに関
する ALAの会議に提出されて参加各館からの意見が聴取された。この席で LCは，
新フォーマットを採用した全面的な MARCデーター頒布活動は196辟三から開始す
ると表明した。 1967年7月1日以降1968年6月30日までは第一期のフォ ーマットを
用いてテープデーターの配布を継続し，この間に，新たなデーター碩布サービスの
実現を目指す開発と実験に移ったo
この計画が延長されたことから， LCはここで新たにこの実験頒布サービスへ
強く参加を望んでいる数館をも参加させるべきであると判断し，直ちにテープを利
用し得る態勢にある次の四館を選出して，この実験頒布計画の終了時点までこの機
構に参加させることになった。
California State Library. 
Illinois State Library. 
Cornel University Library. 
SUNY Biomedical Communication Network in Syracuse, New York. 
1967年12月4日。 第4回目の Conferenceon Machine-Readable Catalog Copy 
が LCで開催された。この会合の目的は， MARCIのフォーマットについて，ま
た，書誌データー用のキャラクター ・セ ットに関して，これらを検討するにあった
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のであるが，ここではこの図書館機構での コソヒ゜ューター・プログラムの分担作成
についての話し合いも行われている。
こうして， 機械判読フォームに変換され， MARCテープに採録されたカタロ
ギー‘ノグ情報は， 1968年の 3月までに44,000タイトルを上廻るまでの菩租誠となる
にいたったのである。
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ワーク ・シートの編集は，編集者が目録記述部分に手を加え，右端のタ
グ表を参照しながらタグを密き込み，上端の固定フィールド欄へ記入を行
なう。ところが，右手ぎきの編集者にとってはこのタグ表がペンを持つ右
手こぶしにかくれて非常に非能率であった。そこで，タグ表が左へ，固定
欄が下端へと修正された。
図書館活動の機械化に関する英米会議から
このバイロット・プロジェクトさなかの1966年 6月30日から 7月3日に至る期
間，英国オックスフォードの BrasenoseCollegeで Anglo-AmericanConference 
on the mechanization of library servicesが開催されている。米国議会図書館の
代表たちはもちろんのこと，パイロッ • プロジェク ト参加の主な大学図書館，研
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究図揖館の代表たち，英国からは大英I噸物館 BritishMuseumをはじめ， ケソプ
リッヂ，オックスフォート，ニューキャッスル・アボン・クイソの各大学図書館や
英国全国書誌機関 BritishNational Bibliographyの代表たちが，いわば，ライブ
ラリー・オートメージョ‘ノにおける第一線のライプラリアソやコソビューター・エ
キスパートたちが一同に会して，図忠館の機械化に関する実験報告や討談を重ね，
相互に意見の交換がなされたのである。この内容は "TheBrasenose Conference 
on the Automation of Libraries・・vこみられる。
ここに概況としてまとめたパイロット・プロ ジェクトの骨子も， LCの代表た
る Henriette D. Avram & Barbara Evans Markuson によって報告された
" Library automation and parject MARC "に負うものではあるが，米国の
MARC projectに対し英国側はどのような動向にあったであろうか。米国のデー
クー・センターとされる米国議会図書館に対する英国の大英牌物館図書館， この
British Museumの Directorであり PrincipalLibrarian である SirFrank 
Francisの言をかりよう。
図書館業務ヘコンビューターを邸入するについては，米国においても当地にお
いてもともに詳細なる調査と研究が続けられている。コソビューターの活用が多
方面ではなばなしくなるにつれて，ライブラリア｀ノは近代技術の森入に対して遅鈍
であるとの口やかましい論議まで巻き起こしたのであったが，ごく最近まで，なぜ
この膨大かつ複雑なるカタログをコンピューター・フォームヘ変換する企てが好ま
しくなかったのか，これには明確なる理由があったのである。と述べ，ひとつには
コソビューターが持つ言語の印刷能力の不足をあげ，ひとつには莫大なコストの面
をその理由として指摘している。しかし，いまやこの印刷能力が技術の進歩によっ
て解決された限りにおいては，コンピューターの採用にあたって危惧する問題はな
くなったとし，次のごときオートメーツョソ・ライブラリーのビジョ‘ノを展開して
いる。
「大規模な図雷館が機械化によって得られるものはなにであろうか。これらの技
術の発達にともなって愛書家たちが失望の色を淡くする気持ちはよくわかるのであ
るが，図書館を心の憩の館としてみる考え方は，今日直面している事態からはほど
遠い世界に属する郷愁のごとくに思われるのであるoかりに，魯籍愛好家たちにと
っていくばくかの慰めがあるとするならば，私は，その昔，ケンブリッヂ大学の記
録官であり中世の図書館に関する権威者でもあった JohnWillis Clarkが，189¥1=-
に RedeLectureで述べたo
図書館は相反した二つの観点からとらえられるべきであろう。そのひとつは作
業場としての考えに立つものであり，もうひとつはt専物館としての考えに立脚する
ものである。…•• • この前者は，それ自体が現時の思惟方法のなかでも実務上の改革
を推箕するものであろう。産業社会で大きな推進役を演じつつある機械化，この創
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意を促進しようとするコモソセ‘ノスが，煩わしさを軽減し，単調さを除却して，知
識を獲得するための時間を生み出さしめることになるであろう。との言葉を思い起
こすのである。
われわれが直面する機械化の結果として，大規模な図書館がユーザーに対して．
より学問的なサービスヘと発展しうる時間を生み出すことを期待したい。」と図書
館の将来あゆむべき指針を打ち出している。
増大する図書館資料のカタローゲ‘ノグについては，いずこの図書館とも悩みは
等しく，そのカタローギソグに費される時間と労力の問題をとりあげ，特殊カ タロ
グを除いてはカタローギ‘ノグがアップ・トウ・ディトに行われているとの保証ので
きる状態にはないとして，コソビューター埠入への道を求め，「大英博物館図書館の
カタログをすべてコソヒ°ューター・テープヘ変換する場合の作業は膨大な址となる
であろう。その出費も莫大な額にのぽるであろうことは疑う余地もない。しかし，
この場合のコストは一人文科学者の立場から，社会学者の立場から，そして，科
学 ・技術者の立場から—国が得られる利益と比較して正しく評価されなければな
らない。」と機械化への強い意欲を披源している。
この大英博物館とともに歩む英国全国書誌機関 RN-Rの代表 A,].Wellsは，
また，「この機械化は国内国際的なレベルでの協調を必要とする。これは， 大英博
物館をはじめ国内主要図書館の意向，さらにはまた米国の各主要図書館の意向を打
診せずには一歩も踏み出すことができない問題でもある。磁気テープの互換性，そ
のフォーマットについての協定を期待するとともに，大英博物館や国内主要図書館
と同様に，米国議会図書館との間においても磁気テープの相互交換の開始される時
が一日も早く来ることを願ってやまない」と総括している。
かくのごとく．このバイロッと・プロジェクトさなかに英米間では相互協力の
基本路線が敷かれており一ーたとえ一部ではあっても—国際的な視野から磁気テ
ープの互換性については方向づけが固められていたo
この英国でも，国立図書館活動の一端としての機械判読データー作成の可能性
を調査した資料としては，まず， 1963年の KingReportをあげているが．その後
もLCとの連携に立って研究は推進されていた。数ヵ月に渡った準備期間を踏まえ
たRN,RMARCは，公式には 1967年の 9月に発足し，その 11月に B.N,B
MARC Officeが設立されて英国図書館界がかかえる特有の諸問題， 諸要求を探究
することとなった。 1967年後半から1968年にかけては LCCommunication format 
の詳細なる分析が進められていた。この分析結果ともいえる RN,R試案が1968年
3月ワ、ンソトソで LC案と厳密なる対比照合がなされて調整され， U,KMARCの
基礎ができあがったのである。
この UK/MARCプロジェクトの成否の鍵となるひとつは，内面的には，新刊
英国出版物の完全レコードを時機に即して磁気テープにカタログ ・データーとして
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採録しこれを配布することであるが，ここで見落すことのできないもうひとつ，外
＊ 
部的現境に，英園国内において Standardbook numbering systemを確立しよう
とする動きが英国書籍業者問で合意に達したことがあげられる。
この SBNシステムは， すべての英国書籍業者，出版社に適用されるばかりで
はなく ， 大半の図書館がこの SBNンステムを自館の注文システムに取り入れよう
とする趨勢にある。 この SBN、ンステムが UK/MARKプロジェク トの成否の鍵を
握るひとつになるのである。そして，この SBNが国際的に利用しえる Internatio-
nalな ISBNへと拡大される動きにある。
UK/MARCによって作成される磁気テープは， SBN順に配列されたメイソ ・
ファイルであるカタログ ・レコードと，このファイルの初頭に採録されるタイトル
・イソデックスとから構成される。このファイルの初頭に採録されたインデックス
ほ，スタ‘／ダード ・ブック ・ナソバーのリスティソグの際に一緒に打ち出される。
* Standard book numbering (SBN) 
図忠に図害番号を与える考え方はいまにはじまったことではなく， 100年ほ
ども昔，ある英国の出版社が自社の図書に番号を与えたことにはじまる。したが
って，ここで新たな概念はといえば，すべての図杏に番号が与えられるようにな
ったこと，また，これが図害固有のものとされ変更のきかない番号であること ，
しかも ，英国全害籍業者によって採択された標準システムにのっとって与えられ
るということであろう。
このスタンダード ・ブック ・ナンバーは常に 9桁の長さで構成される。これ
が，(a)出版社プレフィックス (b)図害番号 (c)チェック ・ディジットの三つに区
分され，各区分の間隔には 1字ずつの空白がとられる。
(a) 出版社プレフィックス
SBNの第一区分。長さは 2桁から 7桁までの範囲。 これで出版社を識別す
る。 この部分が出版社プレフィックスと呼ばれる。大出版社は自社を織別する こ
の区分の桁数が少なく ，つぎの図書番号区分により多くの桁数がとれるように配
慮されている。
(b) 図書番号
SBNの第二区分は図古を識別するために用いられる 。 これを図害番号と呼
ぶ。図曹番号は 1桁から 6桁までの範囲で使用される。この桁数の長さには，さ
きの出版社プレフ ィックスに使用された桁数によって変って くるが，出版社プレ
フィックスと図害番号とに使用される合計桁数は常に 8桁である。
(c) チェック・ティジット
SBN最後の部分は， 常時 1桁で， これをチェック ・ディジットと 呼ぶ。チ
ェック ・ディジットは，コンヒ゜ューターが誤った数字を記悩する ことのないよう
に，ひいては，別の図害を指示することがないように，あらかじめコンヒ° ュー タ
ーが読み込む前に，数字を確認 し安全を期する目 的で設けられた欄であ る。数字
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の誤りは，その大半が転記の際に起るとされているが，これらの誤りを防止する
策である。時にはチェック・ディジットに10を用いなければならない場合が起る
が，その時には10の代りにローマ字のXを使用する。
チェックの方法は， SENの各桁の数字に， それぞれ9,8, 7, 6, 5, 4, 3, 2 
を掛けて，その計を集計し，これにチェック・ディジットの数を加鍔する。
出版社プレフィックス 図由番号 チェック・ディジット
SBN 8 4 3 6 1 0 7 2 7 
X X X X X X X X 
9 8 7 6 5 4 3 2 
72+32+21+36 + 5+ 0+21+ 4 + 7=198 
この合計数 198を11で割って，割り切れたら．この番号には誤りなしとさ
れ，割り切れずに残がでると，この番号は拒絶される。
ここで使用された "9,8, 7, 6, 5, 4, 3, 2"を SBNのウェイト Weights
といい，合計数を割るのに用いた "11"をモジュラス Modulusと呼ぶ。
§§MARC I 
概略
パイロット・プロジェクトの実験を基盤に， MARC計画は一段と普遍性を増
し，実用性を加えて MARCIへと変遥していくのであるが， MARClIの最新情
報についてはすでに小田泰正氏によって紹介されている。従って，ここでは MARC
計画の理解と認識を深めるために，すでに改訂されてもはや MARCのすぎし資料
となったその初版たる "MARCI Format"をとりあげ MARC計画の推移をた
どることにする。
＊小田泰正 MARC I と機械可読目録の標準化。現代の図曹館， v.7. no. 2. 
この "THEMARC I FORMAT: A Communications Format For Biblio・
graphic Data; Prepared by Henriette D. Avram, John F. Knapp, and Lucia 
J. Rather."は1968年1月刊の 167頁からなるマニュアルである。
この序文には，次のごとくに，広範囲の地域で具体化するであろう MARC類
似の地域ンステムが考えられるとして，その基礎となる標準フォーマットの意義が
強調されている。
『MARCテープの頒布サービスがもたらした直接的な成果は，ライプラリー・
データーの伝達概念に大きな関心を喚起したことであろう。この MARCの実験が，
おのおのの図書館が自館で作成する自給自足のオリジナル ・カ タローギ‘ノグの段階
から，他館の利用に提供する，いわば MARC、ンステム類似のシステムヘと展開さ
せる将来も可能であることを図書館界へ示唆したことは明らかである。やがては，
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各図書館が LCのような中央に集中された生産源からデーターを受理するばかりで
はなく，長年に渡って来るべき未来を予測しつつ築きあげてきたライブラリー・ネ
ット ・ワークの概念に基づいて，近い将来にはデーターを伝送する立場に立つ日の
来ることも予想されるのである。これが共通データーの基礎を固め，開発させ，ょ
り現実に接近させる動力となることであろう。
かようなデーター交換へ達するための基礎となるのが標準化された「コミュニ
ケージョ‘ノ・フォーマット」である。もちろん，各機関がそれぞれの用途に応じて
個々特有のフォーマットを用いるであろうことは予想されるし，また，いろいろな
機種が利用されることにもなるであろう。しかし，もし，ある機関がデーターを受
理しまたは伝送する時機が来たとしても，それを特有のフォーマットヘ変換するか，
あるいは逆にコミュニケーショ‘ノ ・フーォマットヘ変換するかの翻訳プログラムが
必要になるだけでこの処理は充分に可能となる。
MARCパイロット・プロジェクトにおけるもっとも重要な一面に MARCIフ
ォーマットの評価がある。 MARCのスタッフたちからはむろんのこと， LCは，参
加各館からフィードバックされたデーターを受理すると，これを基になお一層の改
善を目差す新 MARCフォーマットの設計に取りかかる準備を進めた。そして，新
MARCフォーマットには， 書誌的データーが持つ広範な多様性にも対応できる梱
準コミュニケーショ‘ノ・フォーマットとして，もっと弾力性を加味すべきである点
をも考慮に入れたためである。』
さて，我々はカード目録における棟目の統ーや記述については，職業柄保守的
ともいえる体制下で絶えず辛苦をなめながら恨行のカタローギ‘ノグに携わっている
うちに，辛うじて記述規則に準拠するカタローギングが行えるようになったのであ
るが， MARCの普及によってこの目録様式がどのように変化してくるか， これは
実務に携わるものとして大いに興味が引かれるところであろう。この目録の様式に
ついてほ，パイロット・プロジェクトから MARCIへの移行の過程でいったん白
紙にもどされて，入カデーターとして再度の検討が加えられている。
慣行のカタログ情報と分析的カタログ情報
機械判読書誌情報を設計するにあたっては二つの基本的なアプローチがあった。
慣行の記述方法を手掛りとするアプローチ。これは，主記入，件名記入といった書
誌機能を持つデーター要素をグループごとにまとめることを本質とするカタログで
ある。この記述方法は図書館のカタログにみられ，図書館カードや蔵書目録などラ
イブラリー ・ツールの印刷に適している（例(A))。
もうひとつのアプローチ。それは分析的な手法であるが，個人著者とか，書名
とかの類型をそれぞれ類似の情報にまとめて記述する方法である（例(B)。
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この双方が持つ長所と短所は，
(A) 慣行のカタログ (Traditional)
(1) コソビュータ ーに読み込ませる原始データーのほとんどがこの恨行のカク
ログ様式で受けとられている。
(2) 現在， MARCレコ ドー・ フォーマット ・セソタ ーはカードおよび冊子力
クログの印刷への応用に主限をおいている。
(3) 図書館界は，この恨行のカクローギング情報を用いて MARCレコードを
作成するのであれば，自館の MARC編集者やキーボード ・オペレーターに
さほどの再訓練や再教育を必要としない。
(B) 分析的カタログ (Analytical)
(1) この分析的カタログは文献検索に適しており ，主たる目的をこの文献検索
におく場合にはこの記述様式が恨行のカタログよりも勝ると考えられる。
(2) この分析的カタログを入カデーターとして使用する際には，現行カクログ
カードの記述を再編集しなければならなくなる。もちろん．これはコンピュ
ークー ・プログラムによって分析的フォーマットヘ翻訳することも可能では
あるが，この操作は文献検索から受ける利益と比較するとあまり高く評価す
ることはできない。
将来，文献検索が重視され重要さを増すであろう ことを考慮に入れて，この(A)
(B)双方のデーターが比較され，当初は分析的なまとめ方のデーターがより効率的で
あると考えられた。しかし，これは，慣行のカタログ情報に文献検索の手掛りとし
てイソデックスの役を果すレコード ・ディレクトリーを付加してみるとこの短所は
補足され，かたや分析的カタログが持つ長所はなんらの意義ある長所でなくなって
くる。
このような判断に立って，アナリストたちは分析的アプローチを基礎として構
成されるレコードの設計に滸手するよりは，むしろ，現在の MARCフォーマット
を改良して資することが最善の策であるとの結論を下し新フォーマットを設計した
のである。
（例A)
Traditional 
FUNCTION 
Main Entry 
Title Statement 
Imprint 
CATALOGING DATA ELEMENT 
Richards, James T., 1923-
Automation for Bogmore County libraries. 
Report of a pilot project conducted by James 
T. Richards and Daniel J. Haskel of the 
Information Survey Corporation in the Cen-
terville Public Library. 
New York, Foundation for Public Libranes, 
- 22 -
Collat10n 
Series Note 
Subjects 
Added Entnes 
Analytical 
MARC計画の推移
1967. 
98 p. ilus. 24 cm. 
(Foundation for Public Libraries. Automa-
tion series, no. 10) 
l. Libraries—Automation 
2. Public Libraries—Bogmore County, Pa. 
3. Centerville, Pa. Public Library 
I. Haskell, Daniel John, joint author 
I. Information Survey Corporation 
II. Title 
(Series) 
（例B)
KIND OF HEADING CATALOGING DATA ELEMENT 
Personal Name Richards, James T., 1923— 
Corporate Name 
Topical Subject 
Title 
Imprint 
Collation 
Haskell, Daniel John, joint auther 
Information Survey Corporaation. 
Foundation for Public Libraries. Automa-
tion seqes, no. 10 
Centerville, Pa. Public Library 
Librariesー Automation
Public Libraries-Bogmore County, Pa. 
Automation for Bogmore County libraries. 
Report of a project conducted by James T. 
Richards and Daniel J. Haskell of the Infor-
mation Survey Corporation in the Center-
ville Public Library Automation series, no. 
10 
New York, Foundation for Public Libraries, 
1967. 
98 p. ilus. 24 cm. 
この比較からもうなずけられるように，これらのアナリストたちは将来重視さ
れるであろう文献検索を重んずるとともに，いたずらに恨行の目録様式に手を加え
て煩雑さを図書館界に転嫁させることは似み，凶(B)双方が持つ特徴をともに生かさ
せたインデックスとしてのディレクトリーの手法を取り入れて設計している。
また，データーをコンヒ°ューターに読み込ませる場合には，原始データーの発
生段階で原始伝漿への記録が正確に行われることが基本的な条件となるのであるが，
この新フォーマットでは， MARCの網集にあたる担当者たちが日頃使いなれない
数字をインプット ・ワークシートヘ記入するに際して犯しがちな誤記入を少なくす
るために，日常の図書館用語の略語を用いたタグを記入する方法をも考應してい
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る。その概要ば...
入カタグの課題
パイロット ・プロジェクでは，書誌的梢報を機械判読フォームヘ変換するにあ
たって編集にあたる担当者たちは参考リストを手引きにひとつひとつとタグを確か
めながらこれをワーク ・シートヘ害き込まなければならなかった。現に，こ のリス
トは照合の便を考えて MARCィンプット ・ワー ク ・ツー トヘ直接印刷されてい
たo しかし， MARCI フォーマットでは部分的には使用されるコードにかなりの
複雑さが加わっており，絶えずこれを調べる手間とこれに要する時間とが無視でき
ない障害になってくる。タグ 100と700のフィールドのように，特に，そのインデ
ィケーク ーにスタックド ・コードが加味された箇所などでは，当然ながら，誤記入
の率は高くなり ，その入力にいたってはまったくおぽつかない状態となることであ
ろう。そこで，この新フォーマットにおいては惜報をコソヒ ュ゜ークー ・フォームへ
変換する場合の入カデークーのクグの記入方法が研究された。機械処理や検索への
便は二の次にして，いかに編集に携わる人たちへの簡便さを計るか，この観点から
これがデザイソされたのである。
図書館員は日常，あたもプログラマーがその業務で数字をあやつっているかの
ごとくに，言語によって表わされたデーターを取り扱っている。従って，入力用の
タグについての答えは明白で，タグに代って言語を使用すべきであるということに
なるであろう。コンピューターで“書名＂を 1214101へ，‘‘出版社”を 1216111へ
と切り換える翻訳プログラムは単純な処理である。しかし，言語をそのままタグと
して使用するには長すぎる。確かにそれは可能であるとしても， コンピューターへ
の採録がタク・I6 I 1Io I 1! ですむところを SubjectadJed entry, Corporate name, 
Place and Nameと書き込むのでは，これは手間のうえでも大変な煩雑を増すこと
になる。また，この言語タグのもくろみは，カタロ ーギング ・データーの作成と関
連して，かように記述の長いクグにあわせたワーク ・ジー トに必要な余白をどの程
度とすべきであろうか。カタロ ーガーがそれらを記入するためにはどの程度の時問
を要するであろうか ？といった物理的な問題も起ってくるであろう。
言語タグ ・システムに手を加え，略語を使った記憶用クグ ・リストヘ展開させ
ることはそれほど難しいわざではないo主記入 MainEntryは MEとして，双告
注記 SeriesNotesはSERとして，件名澗出記入 SubjectAdded Entryは SUB
として，これには習熟するのに時間を要しまい。しかし，こ の SERは，さらに
Series Added EntriesとSeriesNotesとを見分けるために SERNとSERADと
ヘ掘り下げる必要もあろう。また，団体著者 CorporateNameの略 CORPゃ二次
標目様式を伴う団体著者 CORPFORMあるいは CORPFを付加することも考應し
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なければならない。つまりは， タク.I 6I 1IO I 1I vこ対し， Subject Added Entry : 
Corporate Name: Placeは SUB: CORP : PLAと表現され，タク・17I 3lo I 2I 
即ち， AddedEntries: Uniform Title: Secondary Entryは AE:UT: SEと
表現されることになる。
かようなタグの書き込みは，作業上の疑念を惹させず，作業をスムーズにはか
どらせるであろう。これは，図書館員が日頃使い慎れた．そして，自然語を変換す
る作業は機械へ転嫁せしめる用語を用いた，少くとも数字のタグ化では何が図書館
員にとっての自然語であるのか，そこまで遡及して考案されたコードではあるが，
将来への展開とこの言語タグとの調和についてはさらに今後も努力を払わなければ
ならない課題でもある。クグは既存のカード・ファイルを変換する時には，しばし
ば LCカタログカードヘ書き込まなければならなくなるし，また，ワーク・ジート
へのタグの書き込みス
ペースは最少限の字数
であらねばならない。
MARC初年目のデー
ター準備の分析から
は，この準備に占める
割合の上では，個々の
クグの長さが与える影
慇が，このタ グひとつ
ひとつを選定するため
に使用する一覧リスト
の大きさが与える影響
とほぽ等しく大きな要
因であったように思わ
れる。そのため．タグ
• リストを作成するに
あたっては三字の数字
を三字の言語文字で表
現する以外の方法は考
えられなかった。た
だ，完全な言語を用い
る代りにそのイニシャ
ルを使用する場合の欠
陥は，終始一貸して記
憶用に使うことばがで
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l,INE/.¥ONIC INPIJT TA(,:;ING SCHE/1.E 
Taq &, ,Ind, 
0 0 3且
????? ?
?
?
??
??
ー
?
ー
?
???????????
?
? ?
???
?
•
• ?
?
??
?
―??
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
???
珈emonic
LA N 
LA N X 
????? ?
6 N 6 
DD C 
CA L 
CA L X 
COP 
N L It. 
NA L 
A SC 
U DC 
-—ょ
S
凡ぶ
＿＿
sP-h
? ?
??
?
??????Mu~"
"
MM 
?
? ?
?
?
?
?
??
Variable Fi竺)dData Element 
Languages 
Indicator, l'lork Is A Translation 
Nげ,'BERS
LC Card Number 
National Eibl iography !<umber 
Standard Book I/umber 
PL 460 Number 
Search Code 
Local System Number 
KNC!IIL四GEl<Ul,'E四S
BNB Classification Number 
Dewey Decimal Classification liumber 
LC Call Number 
Indicator, Eook Is Clot In LC 
Copy Statement 
NLばCall[,lumber 
l~L Call Number 
NAL Subject Category Number 
Universal Decimal Classifica,ior. Nw,:b的
Local Call Nus.her 
/,'AIN E血 Y
Personal Name 
Forename First 
Surname First 
/Jul tiple Surname 
Name of Family 
Corporate Name 
Surname 
Place and Name 
Name 
版¥eetingor Conference 
Surname 
Place and Name 
Name 
Corporate Name with Form Subheading 
Uniform Title Heading 
SUPPLIED TITLE 
Uniform -Title 
Indicator, Title ls On LC Printed Card 
Romanized Title 
Indicator: Receives ,itle Adced Entry 
Translated Ti tie 
Taq & Ind, 
????
?????
??
? ??? ?
-ol23
-
_ol2-
—012-nn3 
??
??
??
?
??
? ?
??
???
? ?? ??
??
??
f,'.nemonic 
T I L凰
E D N 
P LA 
P U E 
P U 6 X 
DAT 
COL 
PR I 
??
?
?
?
? ? ?
???
?
?????
?
??
??
?
?
? ???
??
? ? ????
Variable Field Data Element 
TITLE PARAGRAPn 
Title 
Indicator& Title Receives Added Entry 
Edition Statement 
Il,iPRINT 
Place 
Publisher 
Indicators Publisher Is W.ain Entry 
Date 
Collation 
Bibliographic Price 
Converted Price 
SERIES lJITTES 
Series Traced the Same 
Personal Marae 
Forename First 
Surname First 
!,lul tiple Surname 
Name of Family 
Title 
Corporate Name 
Surnew.e 
Place and !lame 
Name 
l,!eeting or Conference 
Surname 
Place end I、:ame 
l,ame 
Title 
Title 
Series Untraced 
Indicator, Series Is Traced Differently 
E IELICBAPHIC NOTES 
Eibliography Note 
Dissertation Note 
Contents Mote (Formatted) 
"Eound with" liote 
"Limited use" Note 
General Note (All Others) 
Annotation or Abstract 
S USJECT ADDED E血 !ES
Personal Name 
Forename First 
Surname First 
t.¥ul tiple Surname 
Taq & I心 ． l.',nemonic 
?
?
ー
23
-Ol2
-
—ol2
_ 
????
??
?
?
???
??
?
?
????????
? ? ? ??
??
?
??
?
?
?
??、??
?
? ?
』?
?
??????????
?． ．?
?
?
??????
?
?
?
?
―??
?
??
?
????
??
?
? ???
?
?
?
?
? ?
一デ
SJ
—
zl,
．
-sPN
-
W7p"
-·し
． ． ?
?
??????
?
.• 
??
?
??
Variable Field Datz Element 
SUBJECT ADDED EN:1l!ES (cont.) 
Personal Name (cont.) 
Name of Family 
Title 
Corporate Name 
Surname 
Place and :<am, 
Name 
i.¥eeting or Conference 
Surname 
Place and !lame 
Name 
Title 
Corporate llame with Fo,m Subheading 
Title 
Uniform Title Heading 
Topical 
Geographic Name 
Political Jurisdiction (Alone or With Subdivision) 
Proper .;ames Not Capable of Authorship 
General Subdivision (other Than Period or Place) 
Period Subdivision 
Place Subdivision 
NLM Subject Headings (1,leSH) 
NAL Agricultural/Biological Vocabulary 
Local Subject Heading System 
OTHES ADDED Et汀RIES
Persooal t!ame 
Forename First 
st,rname Fi,st 
1.:ultiple Surname 
Name of Family 
Title 
Corporate l!ame 
Surna<oe 
Place and ,.1,me 
Name 
,:eeting or Conference 
Surname 
Place and llame 
Name 
Title 
Corporate i↓ ame with Form Subheading 
Title 
Uniform Title Heading 
Title Traced Differently 
Proper Nome, Not Capable of Authorsh,p 
?
??
?
?
?
?
??
?
?
?
? ?
?
?
?
?
??
?
??
?
?
???
??
???
? ?
? ?
????
?
? ?
?? S印 !ESAOOEO EiC'R!ES 
Personal 1,ame 
Forename Fi,st 
Surname Fi,st 
l!.ul tiple Surname 
＂江meof Family 
Title 
Corporate "'°
Surname 
Place and«•me 
11,me 
l.leeting or Confernnce 
Surname 
Place and !lame 
Name 
Title 
Title 
ELOCK Cl'100 ;uし:CESSF .:>l LOCAL USE 
?
?
?
?
? ? ? ? ? ? ?
きない点である。たとえば，イニシャルの "S"が SuppliedTitles, Series Notes, 
Subject Added Entriesまた SeriesAdded Entriesを表わすものとして使われる
限りは，その各々の次のイニジャルを付加しなければ役を果さない。
記憶用タグとその数字のサンプル ・リ ストは次のようなものであるが，このリ
ス トもかなり長く ，やはりこれを駆使するにあたってはその都度コードを一究しな
ければならないという手間は否めない。しかし，イニジャルが用いられているため
に，このリストを手引きとするカタロ ーガーは，ある一時期を過ぎれば，もっとも
一般に使用されるクグにはなじむことであろうし，また，数字のタグを用いるより
も早く作業が進められるのではないかとも思われるのである。
MARCと RECON(REtrospective CONversion) 
この MARCテープは1969年の1月から市阪される予定であったが，これは多
少遅れて3月から予約の受付けが開始された。週刊テープは年間契約で 600ドルo
季刊テープは一期 150ドル。半年刊テープは 300ドル。 年刊テープは 600ドルの価
格で阪売されている (1969年4月 1H現在）。週刊テープの長さは 300フィー ト，
採録されるレ コード数は約900とのことである。
米国で出版された英語の単行図書と限定されてスタートしたこの MARC計画
は，次の予定表にみられるごとく， 1969年には英国の図書， 1970年には独仏などの
図書が採録される計画になっている。また，この計画と平行して旧蔵図書 (1969年
以前の図害の意味）を MARCに変換する RECONの調査研究についても，ロレソ
ツ副館長を長とする諮問委員会が構成され， タスク ・フォースの主任には Mrs.
Henriette D. Avramが選ばれてすでに活動が開始されている。
MARC —推定作業紐ー（単位千） 1969年4月-1976年 6月
Category 46(/0 69-76/0 6709-76(/70/701 -) 76/0710 2 -76(/0720 3 -76/7030 4 -76/70405 -』76(/0756 - Total 
00) (00) (0) 0) (0) (00) (000) 
English .io 67 71 74 78 82 86 90 558 
American publicat,ons 10 43 46 48 50 53 55 58 363 
Other Enghsh publicat10ns 24 25 26 28 29 31 32 195 
Roman alphabet 90 117 123 130 136 143 739 
Romance and German 90 94 99 104 109 us 611 
Other roman alphabet 23 24 26 27 28 128 
Nonroman alphabet 35 67 70 74 246 
Slavic 35 37 39 41 152 
Other nonroman 30 31 33 94 
Other forms 25 26 27 29 30 137 
Music 8 8 8 ， ，42 
Aud10v1sual 17 18 19 20 21 95 
Total 10 67 151 216 232 305 321 3:l7 1,680 
"Conversion of retrospective catalog records" to machine-readable form. p. 139 
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新刊図害のカタローギングがこのスケジュール通りに軌道に乗ったとして立案
さむた旧蔵図国を遡及し MARCへ変換する計画案は次のごとくである。
1. 英語
2. ロマンス語独語
3. 英語
4. ローマ字を使用する言語
図苫以外の衰料
5. スラブ語
（以下略）
期 fil レコード数
1960-March 1969 386,000 
1960-June 1970 381,000 
1898ー 1959 1,728,000 
1960ー June1971 137,000 
1960ー June1971 157,000 
1960ー June1972 225,000 
最初に新手するのは英語の図書であるが， 1960年まで逆のぼって変換する。こ
れはユーザーが利用する図書の大部分がこの期間の図書に集中しているとの理由に
よるものである。第二次に着手するのは．大学や研究図書館にとってはこれと同等
に利用されるロマンス語独語の図書であって， 1960年まで遡及し MARCへ変換す
る。第三次の予定に組まれているのは英語の図書で1898年 (LCの印刷カードが開
始された年）までを変換するスケジュールになっている（実施案ではなく ，調査研
究段階でのスケジュールである）。
さらに，この二つの計画とともに大いに期待が持たれる計画に National
Serials Data Programがある。このプログラムの第 1段階のテストは National
Science Foundationと Councilon Library Resourcesによる援助を受けて倍々
と進められているようではあるが，この計画は国立各図密館が所蔵する逐次刊行物
の内容およびその所在を探索し得る機械で判読のできる情報を創り出そう，そして，
National Dataを創り出そうという広大な目的を持つものである。
§§ 用語およびフォーマットの構成
コミュニケーション・フォーマットの用語
7ォー マット Format 
フォーマットなる言葉は様式の意味であって． レコードの構造とか内容，ある
いはレコードのコーディングを総称して用いる。
内容とは，これらの各フィールドに記入されるデーターを指し，コーディング
とは一定の法則に従って記号や数字で記述することである。
データー・エレメント Data Element 
データー ・ニ レメントとは情報の一単位。ページ付けなどの一単位を指すo
7ィールド Field 
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フィ ール ドはいくつかのデークー ・エレメソトから構成される。フィールドご
とに，たとえび対照事項のごとく，そのフィールドおのおのの要素を示す名称が付． 
される。フィールドには固定（長）フィールド FixedFieldと可変（長）フィール
ドVariableFieldの二種類がある。
固定フィ ールド。常に同じ字数（桁数）で表わされるデーク ・ー エレメントが
記入される。たとえば， 出版年は常に4字の数字で表わされ，言語は3字のアルフ
ァ・コード alphacodeで表現される。
11 I 9[ 6I 6I = 1966年
IEINIGI =英語
可変フィールド。あらかじめ決めておくことができない長さを持つ 1データー
・エレメントが記入される。 1可変フィールドに 1データー以上が記入されること
もある。そして，一般にはデーター・エレメントの長さは変化する。たとえば，対
照事項はページ付け，さしえ，大きさの 3ニレメ‘ノトからなる可変フィールドであ
る。別の例としては，出版地があげられるが，これはひとつのデーター・エレメン
トである。
レコー ド Record 
レコードは，単位として扱われるフィールドの集合体である。カタログカ ー ド
に記載された情報はレコードの例o
タグ Tag 
タグは可変フィールドを表示するラベルである。
（例） 1110 Io I = 主記入•個人著者
＼タグ／
インティケーター Indicator 
インディケーターとは，あるフィールドに関して補足的な情報を付加するコー
ドである。このインディケータ ーは機械処理の都合から，それぞれのフィールドの
冒頭に位個付けされる。（例としては理解しやすくするためにインディケーターを
タグとともに示す）
（例） 1 1 1 0 1 0 1 1 1 = 主記入• 個人著者（単一姓）
＼クグ／＼ィンディケ クーー
この例はインディケーターで姓を表示したものであるが，図書館のファイリソ
グに従ってソ ーティソグ（検索）するのに用いられる。ィンディケークーが持つ情
報の種類はフィールドによってまったく異る。個人名にともなうファイリング情報
を含んだ上記の例と比較して，標題フィールドI2 I 41 oIでのイソディケ ーターでは，
この標題が副出記入として用いられることを示すo
（例） 12[410111=標題（副出記入）
＼ダグ／＼ィンデイケー クー
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テリミッター Delimiter 
デリミッターとは，機械操作の都合上用いる特殊記号であって 1フィールド内
の各データーをこれで分離する。
（例） 対照事項 24 p. $ ilus. $ 23 cm 
上記の例で示されたドル記号が対照事項のフィールドを区切るために用いられ
るデリミッターである。現段階では便宜的にドル記号を用いる。
キャラクター・ポジション Character Position 
レコード内の，ある特定キャラクター（字）の位饂付け。レコード内では逐次
ナンバー順に位置付けされる。その位個である。
レコード・ティレクトリー Record Directory 
レコード ・ディレクトリーは，レコードの可変フィールドの位置のインデック
スである。タグ，レコードの長さ，このフィールドのスターディング ・キャラクタ
ー・ボジションからなる一連の固定フィールドである。
レヂェンド Legend 
レヂェンドとは， レコードのタイプを示すコードである。機械•ンステムヘの単
行図書のレコードは，まず，第一番目にレヂェンドで始る。たとえば, IAIMISI= 
（図曹内の一章，単行図密，双害の一冊）が記入される。このレヂェ‘ノドは，固定
フィールドの長さや，使用されたタグの構成，デークー ・エレメソトなど個々のレ
コードのフォーマットの特性を明確に示す役を果す。
レコード・ターミネイター （終結記号） Record Terminator 
ファイル内の各レコードの終りを示すために用いられる記号であって'.Rが用
いられる。
7ィールド・ターミネイター （終結記号） Field Terminator 
レコ ード内の各可変フィールドの終結を示すために用いる記号で， Fが記入さ
れる。最後の可変フィールドの終結記号がレコード終結記R号で終結される以外は，
すべてのフィールドはFで終結する。
タグの構造
MARC Iフォーマットでは，単行図書について，おのおのの可変フィールド
に三字のタグが付される。タグの最初のディジット digit(アラビア数字）ではフィ
ールド内のデーター・ニレメントの機能を指示する。記憶させる特徴は第2'第3
のディジットに折り込む。たとえば，主記入，副出記入，件名記入，双書記入など
の場合の，第2'第3のディジットは著者名の種類を示すのに用いられる。
（例） 17111 
最初のディジット ＝副出記入（機能）
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第 2のディジット ＝団体名（著者名の種類）
第 3のディジット＝会謡名（著者の分析）
インディケーターの構造
MARC Iフォーマットの各可変フィールドにはその冒頭に二字分のキャラク
ター ・ボジジョ‘ノが設けてある。ここにイソディケーターを記入する。これらのイ
ソディケータ ・ー ポジションは双方ともプラソクになることはない。
C fr1J) I 1Io Io I 1I 1I 
タグ I110 Io I=個人慈者 ・主記入
第 1インディケーター ITI=単一姓＝ 第 2インデ ィケーター旦」＝相互参照
第 2インディケータ ーは現在は使用せずブランクとする。場合によっては一字
の記入欄へ二種類以上の情報を記入しなければならない時が起こるが， これは
stacked codingで対処する。
（例） 個人著者主記入に二種類の情報を記入しなければならない場合。
1. 姓名の形式。
名 Forename = 0 
単一姓 SingleSurname = 1 
複合姓 MultipleSurname = 2 
家名 Nameof Family = 3 
2. 主記入がまた件名ともなるか ？
No= 0 Yes= 1 
この場合の処理は，USAStandard Code for Information Exchange(USASCII) 
十進数 二進数 USASCII Codes 
゜ 0000 0011 0000
 
1 0001 0011 0001 
2 0010 0011 0010 
3 0011 0011 0011 
4 0100 0011 0100 
5 0101 0011 0101 
6 0110 OOll OllO 
7 0111 0011 0111 
8 1000 0011 1000 ， 1001 0011 1001 
この USASCIICodesの左の 4ビットはどの十進数に対しても同じであり，
異るのは右の4ビットである。この 4ビットは実際には二進数の形をとっている。
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る。
゜1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 ， 
OOll 0.0. 0・0・ . I 
0011 : 0001 
0011 : 0010. 
0011 : 0011. 
0011 : 0100 i 
0011 • 0101. 
0011 0110, 
0011 ,~0. 1, 
0011 1000 
OOll 1001 
↓ 
[ No=O j Yes=O 
名=0 00 00 01;00 
単二姓=1 0001 0101 
複合姓=2 0010 ono 
家系 =3 0011 Otll 
↑ 
これを十進数で表わせば次のごとくになる。
主記入は件名 宅記入ほ件
とはならない 名にもなる
名 0 4 
単 一 姓 1 5 
複合姓 2 6 
家名 3 7 
MARC計画の推移
この StackedCoderの適用は，個人著者，団体著者，双書注記などでみられ
＊パイロット ・プロジェクトの後半の段階で，相互参照のテープヘの採録は一
時中断されている。
標目の構造
槻目 Headingは， 一般には， LCで設定された LCのカタログ様式による。
1967年3月以前に設定された梱目は ALACataloging Rulesに準拠し， 1967年3月
以降の分についてはその大部分が Anglo-AmericanCataloging Rules (AA Rules) 
を準拠として記述された。
著者標目 Autherheadingは四つの主なカテゴリーに細分される。これらは主
記入，件名記入等々の椋目が持つ機能にかかわりなく同じように適用される。タグ
の第2字目は下記のコードに従って類別される。
Io I l 個人著者
111 団体著者
I 21 I 団体著者 ・ニ次標目をともなう
I 3I I 統一標題椋目（統一害名）
クグの第3字目には，以下の場合を除いて一般には "O"ゼロを記入する。こ
れを次のように標目を細分することもできる。団体著者と会識や政府機関等々に細
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分する場合には，次のようになる。
I I 1Io I 団体著者
I I 1I 1I 会謡
これを LCでは Corporatebodiesの場合にのみ細分する。
棟目が，著者一書名の桃目の時には，書名は独自のタグを持つことになる。第
2字目が椋目を明瞭ならしめるために使われることは同じである。第 3字目には
"8"を記入する。
（例） I 710 IO I Smith, Randolph Arthur 
□ IO I 8I The William incident 
個人著者 PersonalNames (タグ IIo I I) 
A 姓名の形式
ALAあるいは AARulesによって規定された姓名の形式は次のように修飾
される。
1. 称号。 Sir,Lordとかの称号の位置は，従来は姓のあとに記入されていた
が，これを名のあとへ記入する。
（例） Churchil, Winston Leonard Spencer, Sir 
2. 生歿年の修飾 (b.,d., fl., etc)は年のあとへ続ける。
B デリミッター
個人著者名には次の四つのサブ・フィールドが含まれる。
Name=姓名
Title=階級，官公職，貴族階級，学位，会員等々の称号の表示など
Identifier =旧 ALARulesでは "clockmaker""poet" etcをも含めている
が，一般には，生歿などの日付け
Relator =著者と著作との関係を表わす (ed.,tr., comp., etc)など
Subfield 1 Subfield 2 Subfield 3 Subfield 4 
Name I Ji掌ぷa:s~は認d Identifer 
with name 
Relater 
〔Dennis,John〕
Shering, Arnold 
Francis of Assisi, Saint, 
Cavour, Camillo Benso, conte di, 
1657-1734, supposed 
author 
1877-1941, I ed 
1182-1226 
l810-1861 
これらの部分は以下のパターンに従ってデリミッターを用いて分離する。
Name 
Name $$ Identifier 
Name $$ Identifier $ Relator 
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Name $ Title 
Name $ Title $ Identifier 
Name $ Title $ Identifier $ Relator 
Name $ Title $$ Relator 
Name $$$ Relator 
C イソディケーター
MARC計画の推移
ファイリソグの排列を容易にするために個人著者の形式を詳述するインディ
ケーターをタグに付加する。
名（例） John the Baptist = 0 
単一姓 （例） Walpole, Wiliam Winchester= 1 
複合姓 （例） Johnson Smith, Geoffrey ・ = 2 
家名＊ （例） Smith Family = 3 
＊件名のみに用いているo
（例） I IO IO I 21 =John Smith, Geoffrey 
＼クク・/ "ィソデイケークー
団体著者 CorporateNames (タグ II 1I I) 
A 団体著者の細分
会議集会などの図書館賓料はそのコソトロールが非常にむつかしい。 LCは
これをクグの機能へ組み込むことにした。会議標目の構成はそれ自体がKWIC
(Key Word in Context)索引や， 書誌的コソ トロールの特殊技術にも有効で
ある。会議を明示するタグは第3番目のキャラクターで，"1"をを記入する。
（例） 1一旦llConference on Categorical Algebra, 
University of California, San Diego, 1965. 
第3番目のタグは団体著者と異なった方法で細分し，これをその他の数字で
明示することも可能である。
B イソディケーター
団体著者で用いるインディケーターでは次のごとく著者の形式を詳述する。
転置された姓。たとえば Little,(A. D.) Inc. = 0 
地名，地名と団体名。 San Francisco, Museum of Art of Quebec 
(Province) = 1 
団（本名。 BerlitzSchools of Languages of America = 2 
（例） J I 11 OI 21 =Berlitz School of Languages of America 
＼ クグ／＼インデイケークー
C デリミッター
1 団体著者（会謡集会名を除く）
デリミッターは団体二次概目を分離するのに用いられる。
（例） Bel and Howel. $ Micro Photo Division. 
a 棚目冒頭の地名は団体著者を構成する第一次的検索ユニットとして考え
- 35 -
られよう。
（例） California. S University. $ College of Environment Design 
Cuyahoga Co., Ohio. $ Library. 
b 地名ユニットのなかではデリミッターを使用せず，コンマまたは括弧で
これを区切る。
（例） Medina, Ohio. $ Senior High School. $ Class of 1966. 
Washington (State) $ Pollution Control Commission. 
2 会議 ・集会名
デリミッターは次のユニットを分離するのに用いる。会議集会名，回数，
開催地，開催年。このユニットのうち欠けた項目があればデリミッターでそ
れらを明確にする。
（例） Nobel Conference. $ 1st, $ Gustavus Adolphus College, $ 1965. 
Symposium on Physical Activity and the Heart, $$ Helsinke, 
1964. 
地名ユニットは機関名と地名とをまとめることもできる。
（例） Conference on Categorical Algebra, $$ University of California, 
San Diego, $ 1965. 
団体著者・ニ次標目をともなう CorporateNames with Form Subheadings 
（タグ II 2I I) 
A 通常これらの標目は，ほとんどの場合，糠題としても考えられる二次梱目の
形体をともなう団体著者の要素を包括している。
（例） Catholic Church. Liturgy and ritual. 
New York (State) Laws, statutes, etc 
B この標目で用いられる著者の形式にはインディケーターがない。
C 第二次標目をともなう団体著者は，団体著者と二次棚目との間をデリミッタ
ーで区切る。付加される要素は区切らない。
（例） Catholic Church. $ Liturgy and ritual. 
New York (State). $ Laws, statutes, etc. 
統一標題 （書名）標目 UniformTitle Headings (タグ II 3I I) 
A 統一棟題糖目とは，主記入，件名記入などの書誌的記入として記述される標
題である。一般には “慎習的な”あるいは“フィリング”檄題とも呼ばれるこ
れらの統一棟題は，主記入と棟題紙からの転記との間に括弧を挿入してこの区
別を明確にすべきである。（逐次刊行物，百科事典などのごとき）棟題以外に
主記入の方法がない標題から記入される著作にはI214 Io Iのクグが与えられ
る。もしこれらの標題が副出記入件名記入等として別のレコードに使用される
場合には統一標題とみなしてタグが付される。
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（例） Chanson de Roland 
International review (Zurich) 
B 統一課題椋目には区切りのデリミックーは使用しない。
コンペンション Convention
複合イニシャル
MARC計画の推移
個人名以外の連続するイニジャルの間にはスペースをあけない。
（例） IBM, □ U.S. 
Sharkey, □ E. 口H.
余白 Spaces 
機械レコードは改変が容易であり ，著者名によるファイリングのための余白，
あるいは後に書き加える歿年などの日付けの余白を必要としないために，著者名の
イニシャルのあとや将来書き込むための生歿年の余白ぱ設けない。角括弧，丸括弧
はすべて閉じる。
（例） Smith, William A., 1918—, el 
Germany (Federal Republic, 1949-) 
テリミッター
＄記号は印字しない記号としてテープレコードに用いられ，入力の際にはスペ
ースを衷わす＄がテープに採録される。（これがデーター操作の際， 文字数の計鍔
で起す節害を除却する）
＊このレボートで任意に選んだ記号がドル記号であって，これが実行の段階で
必ず使用されると言う訳ではない。
空白記号 Nul character 
空白記号は文字欄 characterspaceになんらの情報が記録されていないことを
示す。このコミュニケーション・フォーマットでは bブランクが用いられる。これ
は紙而上で一般にいう余白と事実上は同じであると考えればよい。
コミュニケーション・フォーマットの構成
MARC Iフォーマットのツステム ・デザイソは，
(a) あらゆる書誌的データ ーに応用することができる。
(b) コソピュータ ーの機種にかかわりなく処理することができる。
(c) 地域ジステムで作成する多様なレコードの併合が可能である弾カ・融通
性を持つ。
の三点が重視されて設計された。
レコードはどのような種類の書誌的記述にも応用ができるように 5つのセクシ
ョンから構成される。
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1. リーダー・セクショ｀ノ（次のサンプル・フォーマットにみられる Leader)
2. ディレクトリー ・セ クジョソ（サンプル ・フォマットの RecordDirectory) 
3. コントロール・ナンバー（サンプル・フォーマットの LCCard Number) 
4. 直接情報・セクジョン（サンプル・フォーマットの FixedField) 
5. 可変データー ・セクショ‘ノ（サンプル ・フォー マットの ClassNumber以
下目録記述部分）
SAMPLE LIBRARY OF CON_CRESS CARD・rnTHE MARC II FffiMAT 
ll'.<iad● r ! Re~。rd Directory 
I 005001 N 1~1 , , M)/~12 !000001600192! 00100仏00_2osl030000,00252! 0500012092_52ま
[_100003200270! 2400049003021260001200351, 261001ム00363_12620009003771300002100386}
!Subject Tracings 
似lute~atureltlU IPhno,ophy .1叶叫Literaturel tl叫 Terminal~字
1.= Field: Terminator R = Rec.ord Terminator 
?
i 
Gra", WiUiom J函 ph,1'10-
応'"』,~10 Ji,o,,iura ,b・, ¥¥'illi,m J. Ocoo,, Now Yock, 
邸c,,o• . J1 、 11,10, 
"・ 訟,."=・ '""'沖,,.• ふ匹．
ふ仔""←匹"如沖,.2. "'"'~•=-Torm岬匹 I 
: ご，0,:0co,,,~, 0 :, □J 
F (1) リーダー
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12←キャラククー・ポジッ，ソ
ー
!2!3a!3bl 3c 
4 
エレメソト リー ダー ・デー クー レコー ド内での字の位罫
ナ>'.バー エレメソト 字数 （キャラ ククー ・ポジショ 1/)
1 レコー ドの長 さ 5 1-5 
2 レコードの状態 1 6 
3 レヂェンド
a レヂ ェンド ・コントロール 1 7 
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MARC計画の推移
b レコードのタイプ
ー ?
c 害誌的レベル 3 9-11 
4 インディケーター・カウント 1 12 
コードの概要
工・レメント
ナソパ・一
1 レコードの長 さ
この欄に記入する字数をも含む物理上のレコードの長さを 5字で記入する。
レコードの長さが 5字に満たない時には残りの空欄を 0で埋める。
2 レコードの状痕
アルファベット文字一字を記入する固定フィールドであって，ファイル ・メ
インテナンス ・ルーチンのためにレコードの状態を明確に指示する欄である。
次のコードによってこの状態を表わす
N=新レコ ドー。
C=変更あるいは訂正された＊レコード。
D=削去されたレコード。
〇＝旧レコード。
＊変更あるいは訂正されたレコー ドには二つの型がある。
オリヂナルがキーボードで，または縞集の際に手違いしたミスを残
している場合に， レコードが訂正される。
オリヂナルの LC印刷カードが訂正されており，このレコードには
その改訂版が採録されている場合には，この機械レコード上の LCヵ
ードナンバーには印刷カードの新版をもとに「R」「R,」「RsJ のこや
とき接尾語が付く。
3 レヂェンド
a レヂェンド ・コントロール
この一字の欄は，コミュニケーション ・フォーマッ トのユーザーが必要と
あれば補足情報の有無をこのレヂェンドで知ることができるように設けられ
た欄である。
b レコードのタイプ
この固定フィールドに記入される一字のアルファベット文字は以下のコー
ドにもとずくレコードのタイプを示すものである。
A = Language materials—prinded, i. e. books (言語衰料… ••• たとえば印
刷された図書）
B = Language materials—manuscript 
C =Music, i.e. sheet music and volumes—printed 
D = Music—manuscript 
E = Maps and atlases—printed 
F=Maps—manuscript 
G =Motion pictures and filmstrips 
H = Microform publications 
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I =Phonorecords and other sound recordingsー languageor spoken 
J =Phonorecords and other sound recordings—music 
K = Pictures, designs, and other two dimensional representations 
L =Computer medium, i.e. machine-readable data 
現在，実際に MARCフォーマ ットで使用されているコードは "A"の図
苫のみである。
c 苦誌的レベ）レ
この欄へは三字までの記入が可能であって，カタログに記入された著作と
その一部をなす著作との関係を表わすのに用いる。コードの順位は，杏誌的
に最少の単位から最大の単位へと逐次的に展開する。使用しないキャラクタ
ー ・ボジションにはbを記入する。
A=" Analytical" 分出o独立した単独の出版形体をとらず，ある出版
物の一部とみなされる種類o図害のなかの一章。雑誌の論文。数巻か
らなる一組のなかの一冊など。
M =" Monographic"単行図叫逐次的に出版されない出版物。
S ="Serial" 逐次刊行物。分冊の形体をとり ，ナンバーまたは年号が
付されて継続的に終結の期限なく 刊行される出版物である o逐次刊行
物には，定期刊行物，新聞，年報（レボート，年鑑），機関 ・協会発行
のジャーナル，紀要，厳事録，会報があり，また，巻号が付された単
行図書のシリーズものも含まれる。
C ="Collective" マニュスクリプトやパンフレットなど， ひとつの集
合体として収集され，カクログ化されたコレクションをなすもの。
IM1Slbl 
iAIMISI 
IA1Slbl 
インディケーター ・カウント
この欄へは "2"が記入され，
からはじまることを示す。
このリーダ一部分は次のように改定されている。
（例） 双害のなかの単行図曹。
双杏のなかの単行図杏内のある一京o
雑誌のなかの論文o
?
各可変フィールドは 2字のインディケーター
エ~ レメソト
ナ ソバー
1. l<Pcord Length 
2. Record Status 
3. Legend 
a. Type of Record 
b. Bibliographic Level 
c. Blanks 
Indicator Count 
Blank 
Base Address of Data 
Blanks 
???
字数
5 
1 
???
?
キャラククー
ボジ・ンコン
1-5 
6 
7 
8 
9-10 
11 
12 
13-17 
18ー 20
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8. Reserved Blanks (for USASI Z39 
Committee Use) 4 21ー 24
しかし，このリーダーの一J悶表にみられるごとく， MARC Iでの四項 目
が八項目に改訂されたとはいうものの，内容的には，
(1) レコードの長さ
(2) レコードの状態
(3) レヂェンド
の三区分の本質には変更がない。将来の用途に備えて余備が設けられた改訂で
あるとも いえよう。
大きな変更としては， 6番目にみられる BaseAddress of Dataであるが，
このデーターのベースアドレスの追加が特徴である。
レコードは， リーダーとレコード・ ディレクト リーとからなるレコードの
コントロール部分と，データ一部分これは可変フィールド，コントロール ・ナ
ンバーをも含む目録記述部分，この二つの部分から構成されている。そして，
このデータ一部分が一番目の文字から逐次ナ ンバー付けがなされているために，
仮にタグ 600のレコード・ ディレク リー ｝こみられるスタ ーティング・キャラク
ター ・ボジションが 385である場合，この レコード の冒頭からの位胚は， この
レコ ー ドの前半に記録されたリーダーとレコード ・ディレクトリ一部分に使用
された字数を加算しなければならない。
リー ダー
レコード・ディレクトリー
終結記号
計
24字
168字（記入数 14)
Fr 
193字
タグ 600のフィールドのス ターティング ・キャラクタ ー・ボ ジションは
!O!Ol3l8!5! であるから
193+385=578 
となってタグ 600フィールド（件名）の第 1文字は 578番目からとなる。かよ
うに， レコード内のある可変フィールドがそのレコ ー ドの何番目の字数からは
じまるかをアドレスするために設けられた欄であるo
F(2) レコード・ティレクトリー
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12←ー キャラククー ・ボジツ ョソ
ー ? ?
エレメソト ディレクトリー
ナソバー デー ク ー・ニレメソト
1 タグ??
フィール ドの長さ
??
??
スタ ーティ ング・キャラ クター ・ボジション 5 
ディレク 1、リー
での字の位四
1-3 
4-7 
8-12 
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ディレクトリーについて
ディレクトリ ーが MARCIフォーマットで設けられるにいたった経緯につい
ては前掲 ‘恨行カタログ＂対‘ ‘分析的カタログ”にみられるが，このディレクトリ
ーは，可変フィールドの各データー（可変コントロール ・ナンバー ・フィールド，
可変固定フィールドをも含む）をカテゴ リーにもとずいてまとめたそれぞれのフィ
ールドのタグ，長さ，スタ ーティング ・キャラクター ・ボジションを要素とする一
連の固定フィールドである。レコード内の可変フィールドの数（目録記載事項の数
ともいえる）は，あらかじめ計る ことができないために，固定フィールドとはいう
ものの，ディレクリ ーヘ記録する記入の数は変化する。いわば，主要な各可変フィ
ールドのクグ，長さ，スターティング ・キャラクター・ポジションからなるインデ
ックスの記入であって，この記入の数がレコ ー ドごとに異ってくるということであ
る。
このディレクトリーは，コンピュー ター ・プログラムによって自動的に作成さ
れる。
F (3) 可変コントロール・ナンバーJoJoJoJ)
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14-n←ー キャラククー ・ポジツョ‘ノ
1 1 2 3 4 
エレメソト デークー 字数 字の位既ナンバー エレメント
1 
2 
3 
4 
LCカードナンバー 11 1-11 
チェック ・ディジット 1 12 
サプリメント・ナンバー 1 13 
サフィックス 1またはそれ以上 14-n
＊サフィックス（接尾語）は， LCカー ドナンバーにまれにみられる記号であ
って， 一般にほみられない。 (14-n)は例外的な処理として設けてある。通
常は (1-13)までである。
このフィールド胃頭のIT:団はインデ ィケーターであり末尾にある巴」はフィ
ールド ・ターミネイター（終結記号）でフィールドの終りを示す。
コードの概要 （タグ 1010101)
このフィ ールドではイ ンデ ィケーターを用いない。
エレメント
ナンバー
1 LCカードナンバー
11字の固定欄で，初めの 3字はアルファベット文字を，残る 8字には数字が
記入される。アルファベット文字は LCカードナンバーに 付 される接頭語
prefixのために設けられた欄で， これがない場合にはプランク bで埋める。残
る8字の部分は，初めの 2字で年数を表わし，残る 6字で所定のナンバーを表
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わす年数は常にこのフィールドの 4字と 5字に表示される。
印刷上の
カー ドナソバー
A66-011 
AC66-0111 
磁気テーブ上の
ナンバー
A 1'5 1'5 66000011 
AC 1'566000111 
2 LCカー ドナンバー ・チェック・ディジット
MARC計画の推移
1文字欄であって数字がひとつ記入される。 LCカードナンバーの誤記入を
避けるために，ナンバーの正確度をコンピュータ ーの処理で自動的にチェック
しようとする目的をもつ。まだ未使用でプランク記号が記入される。
3 サプ リメント・ナンバー
基本レコードに採録された図将とは同等の出版物ではないが，サプ リメント
やインデックス， ダッシュ記入などの関連附属出版物は， MARCシステムで
は独立したレコ ー ドとして取り扱う。 LCカードナンバーは，原本に与えたカ
ードナンバーをこれらの附屈出版物に与えているために，サプリメントである
ことを識別させる必要がある。 この識別記号 としてひとつの数字を記入する。
4 サフィックス Suffix(接尾語）
LCカー ドナンバーの接尼語は14字目か ら記入する。サフィックスは LCヵ
ードナンバ ーにまれにみられる接尾語であって， LCカードナンバー の独自性
にはなんらの影孵を与えるものではない。そのためフィ ールドにはこの欄を固
定化 しない。
＊プレフィ ックス prefix
1965年現在カタログカードに使用されてい るプ レフィックス
（記号）
なし 1898年 7月15日以降に著作権が登録された図密， 1901年 1月以降のそ
の他の所得図瞥， 1901年 1月以降に再賂理された図書など， LC蔵謝の
うち一般の類別に属する図害である o
A. 1910年以降米国内の各図書館から提供された目録コヒ゜ーをもとに印刷し
た目録記入。
Agr. 1902年以降 U.S. Dept. of Agriculture. Libraryか ら供給された目録
コヒ°ーをもとに作成された印刷カ ード。
BR. プレー］レ点字で表わされた図害の印刷カード。
C 中国語で害かれた図害の印刷カ ー ド。
ex. 中国語で印刷されたカードの相互参照。
E. 1908年以降の U.S.Office of Education. Libraryから供給され た目録
コヒ°ーをもとに作成された印刷カード。
Fi. LC所蔵の映画フィルムやフィルム ・ス トリップのカード。
FiA. 映画フ ィルムやフィルム ・ストリッ プの製作者から提供された衰料を
もとに印刷。
FiE. 映画フ ィルムやフ ィルム ・スト リップ取扱い政府機関から提供された
衰料から のリ プリン ト。
GS. 1904年以降 U.S.Geological Survey. Libraryから供給された目録コ
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ピーをもとに印刷されたカード。
HE. ヘブライ語で害かれた図古のカード。
HEW. U.S. Dept. of Health, Education, and Welfare. Libraryか ら供
給された目録コピーをもとに印刷。
HEX. ヘプライ語で印刷されたカ ー ドの相互参照。
Int. U.S. Dept. of Interior. Libraryから供給された目録コピーをもとに
作成した印刷カード。
J. 日本語で害かれた図密の印刷カード。
JX. 日本語で印刷されたカードの相互参照。
K. 朝鮮語で害かれた図書の印刷カード。
KX. 朝鮮語で印刷されたカ ー ドの相互参照。
L. 1913年以降 U.S. Dept. of Laborから供給された目録コピーをもとに作
成された印刷カード。
M 楽諮などのカード (1963年以降サフィックスヘ変更）。
MA. 米国内の図害館から提供された楽譜などの目録コヒ゜ーをもとに作成さ
れた印刷カード。
Map. LC Map Division所蔵の地図 (1905年以降）。
Med. U.S. National Library of Medicineから供給された目録コピーを
もとに作成した印刷カード。
Mic. LC所蔵のマイクロ ・フィルムの目録カード。
MicA. 米国内の図書館から提供されたマイクロ ・フィルム版の目録コヒ゜ー
をもとに作成した印刷カード。
MicP. LC所蔵のマイクロ・プリント版（マイクロ・カード）のカード。
MicpA. 米国内の図害館から提供されたマイクロ ・プリント版の目録コヒ゜
ーをもとに作成された印刷カード。
MPA. Pan American Union Libraryから提供された楽贈等の目録コヒ゜ー
から印刷されたカード。
MS. マニュスクリプト ・コレクション全国総合目録用カード。
NE. 中近東諸国で出版された図害のカード。 (PL-480)
NEX. 中近東諸国の刊行物印刷カードの相互参照カード。
PA. 1930年以降 PanAmerican Union Library から提供された目録コヒ゜
ーから作成した印刷カード。
R. LC所蔵の聴此毀料のカード。
RA. 米国内の図害館から提供された聴鈷賓料目録コピーをもとに作成した
印刷カード。
SA. 南アジア諸国の出版物のカード。
SAX. 南アジア諸国で刊行された出版物の印刷カードの相互参照。
SD. 1914年以降 U.S. Dept. of State. Libraryから供給された目録コビ ー
をもとに作成した印刷カード。
SS. U.S. Social Security Administration. Libraryから供給された目録
コピーをもとに作成された印刷カ ード。
TB. Talking Booksのカード。
X. 1942年 1月 1日以降 LCカタログで用いられる相互参照。
- 44一
MARC計画の推移
（英国）B. N. B. MARK フォーマットにおけるコントロール・ナンパー・
7イールド
I /iY 0'I $ a I UKI 6 7 9 4 9 9 9-9-0'0'I 8 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 • —キャラククー ・
ポジジョン
キャラクター・ボジション 1- 2 インディケークー
3-4 サプ ・フィールド ・コード
5-6 国名プレフィックス
7-8 刊年
9-16 スタンダード ・ ブック • ナンバー (S.B. N . )
17 チェック ・ディジット
B.N.B. MARCテープ上の記入のコントロー Jレ・ナンバーは SEN, または
BNBの一連のナンバーである。 SENが与えられたレコ ー ドには BNBナンバ
ーは与えられない。 BNBナンバーは SNBの欠けた図害についてのみ補足す
るナンバーであって，週刊ファイルの採録が終るまでこのナンバーは記録され
ない。
B.N.B. MARCでは， SENシステムが将来国際的に利用されるであろうと
の見通しから， 二文字の国名プレフィックスを採入れ， SENナンバーについ
ては今後一世紀に出版されるであろう英国出版物を考慮に入れて桁どりが行わ
れている。
F (4) 可変固定フィールド （タグ IoIo I 1I) 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 
1 1 2 3 4 1 s 
19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 
1 6 1 7 I s 9 I 10 1 11 1 12 1 13 I 14 I 151 
37 38 39 40 41←ーキャラククー・ボジツョン
J 16 J 17 1s 
枠内の1-18までの数字は次表のエレメント ・ナンバ ーであるo
LC MARC 
エレメソト
ナソバ ー デーク ーエレメ ン ト
1 ディレクトリー内の記入数
2 採録日 付
3 出版年識別コード
4 出版年 1
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フィールド内の ：
字数キャラクク ・ー ！ 字数．
キャラクク ー
ボジツョ ノ｀ ' ホジショ ン
3 1-3 4 5-8 
6 4-9 6 9-14 
1 10 1 15 
4 11-14 4 16-19 
5 出版年 2
6 出版地（国）コード
7 さしえコード
8 インテレクチ ュアル ・レベル ・コード
9 複製形体コード
10 参考図密コ ード
11 政府刊行物インディケーター
12 会謡出版物インディケーター
13 記念論文集インディケータ ー
14 索引インディケーター
15 記入の本体内に繰り返される主記入イディケーター
16 フィクション ・イ ンディケ ーター
17 伝記インディケーター
18 言語
(19) C定期刊行物インディケーター） BNB 
コードの概要（タグ 1010111)
15-18 
19-21 
22-25 
26 
27 
28-31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39-41 
??????????????
?
?
20-23 
24-26 
27-30 
31 
32 
33-36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44-46 
47 
このフィールドではフィールドのインディケーターを用いない。
デ クーー ・エレメント
ナンバー
1 レコード ・ディレクトリー内の記入数
三字の数字を記入する。これは機械内部処理に使用されるo レコード ・ディ
レクトリーにみられる12字の枠がいく つあるか，その記入の数である。
2 このファイルヘの採録日付
レコードが MARCシステムヘ採録された日付けを 6文字で記入する。 2字
欄ずつのサプ・フィールドに分れ，年，月 ， 日を表わす。
（例） Io I 5I 1Io I 617 I Oct. 5, 1967. 
この採録日は週刊テープ上同一日が記録される。訂正，削除用のレコ
ードにはオリヂナル・レコードの採録日が使用される o
出版年識別コード
（以下のコードに従い，
表示を行なう）
4 出版年 1(4字の数字を用う）
5 出版年 2(4字の数字を用う）
S=出版年は明らかである。あるいは，
場合。
（例） 出版事項出阪年
1966 
C1966 
〔1966or 1967〕
〔1966?〕
1966/67 
1文字のアルファベット， S,C, R, M, Qで識別の
4字の数字で表示することができる
? ?
???Date 1 
1966 
1966 
1966 
1966 
1966 
Date 2 
b b b b 
ク
-'/ 
ク
-'/ 
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C=出版年が二通りの図害o刊年を Date1 tこ，版権設定年を Date2に。
（例） 出阪事項出阪年 Key Date 1 Date 2 
1966 C 1965 C 1966 1965 
N=出版年不明。 Date1, 2 とも にプランク bとなる。
（例） 出阪事項出版年 Key Date 1 Date 2 
〔n.d.〕 N 15 l: l: 15 l: l: l: l: 
R=再刊された著作。再刊年を Date1へ， オリジナルの刊年を Date2へ。
（例） 出阪事項出版年 Key Date 1 Date 2 
（例）
（例）
1966 Published in Dublin (in 1741) R 1966 1741 
1966 First Published in 1913 R 1966 1913 
1966 Reprinted from Green Howard's 
Gazette R 1966 15 l: 15 l: 
Reprinted from the 1817 ed., New York, 
Johnson Reprint Corp., 1965 R 1965 1817 
M=数年に渡って出版される図書。 Date1に第一回配本図古の刊年を， Date
2に完結巻の刊年をo完結巻の出版年不明の時には 9999を記入する。
出阪事項出版年 Key Date 1 Date 2 
1966-67 〔V・1.,196乃 M 1966 1967 
1966-(loose-leaf) M 1966 9999 
Q=不明瞭なる，数字の欠けた出版年。
出阪事項出版年 Key Date 1 Date 2 
〔196-〕 Q 1960 1969 
〔19---〕 Q 1900 1999 
〔196-?〕 Q 1960 1969 
再刊ものであっても，その再刊年が不明確な場合にはRの扱いとせずQ
の扱いとする。
London, Macmillan, 1867 
Dubuque, Iowa, W. C. 
Brown Reprint Library. 
〔195-?〕 Q 1950 1959 
6 出版地（出版国）コ ー ド
二文字のアルファベティカル・コードを用い，出版された国名を表わす。米
国内で出版された著作については，初めの二文字に州名コードを，最後の一文
字に "U"を記入する。
米国以外の国で刊行された図害については第三字目はプランク bとする。
（例） IP !Kl l' I Pakistan 
!CIAIUI California, United States 
B.N.B, MARCでは UnitedKingdomとIrishRepublicで刊行さ
れたアイテムを収録する計画で， England=EN Irish Republic=IR 
Northern Ireland= UL Scotland=SK Wales= WLを考慮 してい
るが，国名コードの完全 リストは目下準備中であるo
7 さしえコード
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対照事項に表わされたさしえ表示をアルファベティカル・コードで記入する。
四文字まで記入可能である o
A =ilus. 
B=maps. 
C =portraits. 
D =charts. 
E =plan. 
F =plates. 
G=music. 
H=facsims. 
I = coats of arms 
J = genealogical tables. 
K =forms. 
（例） ilus., maps (in pocket) IAIBI I I 
ilus., plates, ports IAICIFI I 
illus., charts, facsim, music, ports IAICIDIGI 
8 インテレクチュアル ・レベル・コード Intelectuallevel code c知的水沿jコー ドと
でもいうべきか）
アルファベットの一文字で表わす。 LCでは二次件名 Juvenileliterature, 分
類記号 PZ5-PZ 10. 7 (児童図書）， デューイー十進分類に "J. のある場合
などの適用規準を設けて児蛮図書を識別するために "J"記号を用いているo
この欄は，各図杏館が独自の識別コードを用いて知的水準を示すことのできる
欄でもある。
9 複製形体コード
写真技術により再産された著作。あるいは，その他の技術によって肉眼では
判読できないまでに猿縮された著作を指示するo
A=マイクロフィルム C=マイクロオバーク
B=マイクロフィッシュ D=拡大印刷
10 〔参考図害コード〕 Form of Content Codes 
利用頻度の高いレフ ァレンス賓料をアルファベット文字で識別 し，以下のカ
テゴリーにまたがる著作についてはその四つまで表示が可能である。
A=古 誌 D=抄 録 G=便（要）買 I=ハンドプック
B=目録 E=辞典 H=年鑑
C=索 引 F=百科事典 I=統 計
1 政府刊行物インディケーター
政府刊行物はこのフィールドに "1"を，それ以外ほ "O"を記入。
12 会謡出版物インディケーター
会議，集会，シンポジウム等々の報告密 • 議事録の類はこのフィールドへ
"1"を，それ以外は "O"を記人する。
13 記年論文集インディケ ーター
記念論文集であれば "1"を，それ以外は "O"を記入する。
14 索引インディケーター
著作に索引が収録されている場合に， このフィ ールドに "1"を， それ以外
は "O"を記入する。
15 記入の本体内に繰り返される主記入インディケ ーター
主記入として用いられた著者名が，害名の一部または著者表示，出版事項な
どの記入の本体内に再度記述される場合がある。ある場合には著者名とまった
-48-
MARC計画の推移
く同じ形式で記述され，ある場合には異った形体で記述される。かように，い
かなる形体であろうとも記入の本体内に主記入（楳目）が繰り返されておれば
このフィールドに "1"を，さにあらざれば "O"を記入する。
主標目が葱者表示で繰り返される例。
主様目 Constant de Rebecque, Henri Benjamin, 1767-1830 
害名
（著者表示を伴う）
Adolphe Cb刃 BenjaminConstant. 
主椋目が害名の一部で繰り返される例o
主椋目 Aristoteles. 
； I}: 名 Aristotleon the art of poetry. . 
16 フィクション ・インディケ ーター
著作がフィクション（小説）である場合には，このフィールドに "1"を，そ
れ以外は "O"を記入するo
BNB MARCでは，この欄は次のコードに従っ て記入される。
P Poetry D Drama F Fiction E Essays 
S Speeches, Oratory L Letters H Humour, Satire 
M Micellany 
17 伝記インディケーター
伝記または自伝である場合にほ "1"を，それ以外は "O"を記入する。
18 言語
著作に用いられた言語は一ヵ国語であって，それが翻訳ものではない場合に
言語を三字のコ ー ドでこのフィールドに表示する oただし，著作が多数の国語
で芯かれているか，または翻訳笞である場合には，可変フィールドの loo31 
ヘ表示されて このフィールドはブランク bとなる。
19 BNB MARCでは定期刊行物インディケーター Periodicalindicatorの欄が
19番目に設けてある。 BNBでは定期刊行物の創刊号は単行図害と同様に扱っ
て目録を作成する。このカテゴリーに属するレコードでは固定フィ ールドに P
が記入され，それ以外はプランクとなるo
＊次は， 1949-1964年の期間のカタログに現われた言語の頻度調査の順位一屁
である。
1. English. 2. Russian. 3. German. 4. Spanish. 
5. French. 6. Hebrew. 7. Polish. 8. Czech. 
9. Italian. 10. Portuguese. 11. Dutch., etc. 
目下のところは英語によって苦かれた著作に限定されているために，言語コ
ードに1ま主に ENGのみが用いられるが，翻訳害の場合にはタク'Ioo 3 Iの
説明でもわかるように原典の言語コードが必要となる。以下は ISSPlanning 
Memorandum, No. 3にみられる言語コ ードの案であるo
ローマ字体を用いる言語のコード
**Afrikaans AFR Italian ITA 
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Albanian ALB Latin LAT 
** Anglo-Saxon ANG Latvian LAV 
Basque BAS Lithuanian LIT 
Catalan CAT Norwegian NOR 
Croatian CRO Polish POL 
Czech CHE Portuguese POR 
Danish DAN Rumanian RUM 
Dutch DUT Slovak SLO 
English ENG Slovenian SLV 
**Esperanto ESP Spanish SPA 
Estonian EST Swedish SWE 
Finnish FIN Turkish TUR 
French FRE **Wendie WEN 
German GER Amerindian Languages AML 
Hungarian HUN **Prove-nRc;o al PRO 
**Icelandic ICE 
**Raeto ma nee RAP Languages 
Indonesian IND **Tagalog TAG 
ローマ字体以外によって表わされる言語のコード
Arabic ARA Macedonian MAC 
**Aramaic ARC Malayalam MAL 
Assamese ASM Marathi MAR 
Belorussian BEL Oriya ORI 
Bengali BEN PanJabi PAN 
Bulgarian BUL Pasht6 PAS 
**Burmese BUR **Persian PER 
Chinese CHI Russian RUS 
**Church Slavic CHS Sanskrit SAN 
**Gaelic GAE Serbian SER 
Georgian GEO Tamil TAM 
Greek GRE Telugu TEL 
(ancient and modern) Ukrainian UKR 
Gujarati GUJ Urdu URD 
Hebrew HEB Yiddish YID 
Hindi HIN 
Japanese JAP 
Kannada KAN 
Korean KOR 
F (n) 可変フィールド
次表はこのフィールドの ContentTableであるが， サンプル・フォーマット
にみられる ClassNumbers は， RecordDirectory の三枠四枠に IoI 3I 01と
IOl5IOIが示されているようにデュ ーイ十進分類と LC諮求番号である。
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l'a,.;able Fields Uonlenls Table 
血 Vむ 1'bloPl,ld D,t, El,moot 
O O 2 LEG匹口匹SION
0 0 J LJ 
CONTROL >'lJ>!BBRS 
0 1 0 LC CARD Il呻 m
0 1 l KATIONAL B皿 IOORAP!!YNUJ<BER 
0 1 2 ST心!DAROBOOK芦邸
0 1 J 冗唸0..,,田邸
0 l 4 SJ公RCSCOOR 
0 1 9 LOCAL S'lSTOM四 0
J<l!Olll.El)QE" 11呻 ERS
0 2 0 Bll CLASSIFICATION血田血
0 } 0 Oll¥/EY 0!!!:IMAL GLASSIP江,ATION
四口
050 LGGALL即四郎
O 51 co双 sm,匹 IT
O 6 O 皿 MCALL血田町
0 7 0 NAL CALL 1'\)!•l血R
0 7 l NAL SUB花CTCA匹 ORYm高3訊
080 UDC皿磁R
0 9 0 LOCAL ClふLm匹日
!<AD< BW面
l O O PBlぼO!i心 NA!心
1 o B• •ITLR 
l 1 0 CORPOR.ATB N畑
1 l 1 CO!ll'J!RJ!J(C3 OR阿!IBTDIO
118• T! 江 B
l 2 0 CORPORA匹 WぷBWITl! PO訊函匹J.DING
l 2 B• TITLR 
1 } 0 叩 IPO躙 TITLEJ虫心"''
l J B• TITLE 
如 P比 IJJDTITL1lS 
2 0 0 叩万OR.,冗冗B
2 l O RO:WIIZBD TITLE 
2 2 O 1'R/01SLA""" TITL● 
TITLE PARA儒 APR
2 4 0 Tr冗ぶ
2 5 O 四 ITI鳴罰A四宛O!T
立 PRDIT
2 6 0 PLACE 
2 6 l PUBIISHER 
2 6 2 DA匹{,!
JOO GOL恥 TIOW
} 5 O B皿 10匹 PRICPREE 
3 6 0 CO!iVERTl!D PRエE
寧 IESN四 S
4 0 0 l'RRSONAL血,m{TRAC四,..心ISA匹 l
4 0 8 TlTLE 
4 1 0 CORPORATI! N碑 {TRAC四血 SAJ<I!)
• 1 1 co,i, 四四℃R {TRAC匹 T!!B匹 l
4 l 8 TI冗 E
4 4 0 Tl'l'LB {TRAC皿呻邸匹l
り9O 血匹3Ul!TRAC四 ORTRAC四 D止牡ぶSNTLY
コードの概要
平 Var1'bleP1•ld Bat, E1'ment 
BmLIOORAPIIIC MOTES 
5 O O nmLIOORAPllY NOTE 
510 DISSロ!TATIONNOTE 
5 2 0 COKTENTS NOTE (FORMATTED} 
5 } 0 "BOUND WI四"ROTE 
5'0 "LIMITED USE" NOTE 
5 5 0 GEiぶRALNOTBS (ALL O向 SJ
5 6 0 AllSTRACT 
SUBJECT ADDEO ENTR'l 
6 0 0 四RSONALN碑
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6 l 8 TITLE 
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6'が TITLE
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AUTHORSHIP 
6 5 5 GEOぼRALSUIII/IVISIO!IS (OTl!E?. 匹 N
PERIOD AND PLACE) 
6 5 6 P応 IOOSUBO!VISlOH 
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6 6 o '"即JD立C'f匡ゆIHGS(r.; 呻 l
6 7 0 I心 AORit,"LTUML/B!〇LOGIC心
V 俎UL紐 Y
690 LC<紅 S四立CTHEゆ INS沼 S四・"
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7 O O 冗RSCNALN心雲
708 T!TLE . 
7 l O CORPORATE NA心
711 COHP率 NCEOR田IBTntG
7 l 8 TI1LS 
7 2 0 CORPORA四 NAMEwrrn POP>! s四躇心INO
7 2 8 TITLE 
7 3 0 UllIPO四 TITLEHl四 !NO
7 3 8• TITLE 
7'O TITLE四 AC匹 DIPP寧 NTLY
7 5 J巧OP四 ?IAY.ESNOT CAPAllLB OF 
AUTNORS<IP 
平 IESADDEO I:! 匹 S
8 0 O PBRSO!IAL NJ暉
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8 l 8 TITLE 
Bり0 TI冗 E
9 0 0 BLOCK OP 100 !iUMBERS FOR LOCAL USE 
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old o, じalos匹
レヂェンド予備 LegendExtension (タグ 1010121)
現在の段階では，このフィールドを使用する予定はないが， レヂェンドやレコ
ード ・ディレクトリーについての追加すべき情報をこのフィールドに記入する。
言語（タグ IOIOl31)
このフィールドは著作が多数の言語で書かれているか，翻訳害であるかの場合
にのみ使用されるフィールドである。著作が一ヵ国語で害かれたものであれば，そ
の指示は固定フィールドの言語欄にチェックされるので， この可変フィールドの
Io Io I 31 rま使用されない。 多数の言語で忠かれた著作の本文の言語については，そ
の俊位に立つ言語の順に，コード化された様式に従っ て記入する。また，著作が本
文とは異る言語によって害かれた要約をも収録する場合には，これらの言語をもア
Jレファベット順に記録する。この本文の言語と要約の言語との二つのグループはデ
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リミッターで分離する。
言語は何語であっても三字のコードを用いる。
著作が翻訳ものであれば，言語タグにインディケーターが付く。
多数の言語=O
翻訳もの=1
著作が翻訳ものである場合には，その言語は次の順に従って記録される o
(1) 著作の言語
(2) 翻訳の対称となった著作の言語
(3) 原典の言語
多くの場合には(2)と(3)とは同じであって，言語は(2)にチェック される。
（例） IOIOl3IOI ENG$ FREGERRUS 
＼クグ／＼ィソデイ ケー クー
これは，テキストは英語であって，フランス語， ドイツ語，ロシヤ諾の要約付
き。
IO Io I 3I 1I ENGFRE 
＼クグ／＼ィンデイケークー
著作は英語で害かれており ，フラ ンス語から翻訳されたもの。
IO IO I 3I 1I ENGGERSWE 
＼クグ／＼ィンデイ ケークー
この原典はスウェーデン語で出版され，そのドイツ語版テキストから英語に葬
訳された著作。
ナンパー （タグ IoI I I) 
請求ナンバー，カードナンバー等々のレコードに付随するナンバーはいずれも
タグの第一字目は "O"ではじまる。インデケーターは， それぞれのフィールドと
関連させて詳述する。ただし現在識別のために使用されているインディケーターの
みにとどめるo
A コントロール・ナンバー
1 LCカードナンパー（タグ 101101)
このフィールドは，レコ ー ド内の LCカードナンバ ーを自館のコントロール・
ナンバーとして利用したいとの希望を持つ図杏館のために設けた欄である。
2 全国苫誌ナンバー（タグ 10111)
これは LCカードナンパーと類似のコントロール・ナンバーである。 LCがカ
タログ情報を外国の全国密誌の目録記入から抽出した場合に，この記入に付されて
いるナンバーがカタローギング・レコードに付加される。この全国害誌ナンパーが
ひとつ以上与えられている時にはデ リミッターで区切る。
3 スタンダード ・プック ・ナンバー（タグ 101121)
このナンバーは米国お よび英国の芯藉業者によって利用されている o害誌コン
トロールのために設けられたものである。
＊この SBNについては，小田泰正 "MARCI と機械可読目録の楳沖化”注 2.現代の図田館7(2) 
で詳述されている。
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4 PL 480ナンバー（タグ IOlll3l)
PL480計画にもとずき LCが他の図害館へ配布するため蒐媒した沢料には PL
480のナンバーが表示される。
（例） PL 480: UARー 8425
5 サーチ ・コード SearchCode (タグ I_O一旦上4」)
このフィールドは将来の用途のために設けられたフィールドであって，現：在の
MARCレコードでは使用されていない。
6 Local System Number (タク'IoI 119 I) 
この MARCレコードを使用する図芯館が，自館のコントロール ・ナンバーを
識別し，かつそれを1躯使することができるように設けられたフィールドである。多
くの固苦館は LCカードナンバーを使ってコントロールするよりも自館の受入ナン
バーやその他のコントロール ・ナンバーを用いて機械判読目録ファイルを構成する
ことであろう。また，このフィールドは民間機関の手になるオリヂナル・カタロー
ギングを識別するために使用することもできる。
B 分類ナンバー
1 BNB分類ナンバー（タグ IoI 2 Io I)
この フィールドは英国全国：；I誌分類ナ ンバーのために設けられた欄である。
2 デューイー十進分類ナンバー （タグ IOl3IOI)
デューイ ー十進分類ナンバーがここに記録される。デューイー ・ナンバーには，
まれに "j"が接頭語として付記されているが， これは MARC レコードの上では
デューイー ・ナンバーのあとに二字の余白をとって括弧付きで記入される。この
"j"は児童区JilJI!)識別を目的とした記号である。
注釈カード計画に従って作成されるカードのなかには，必要に応じてデュー イ
一番号の欄へ内容の難容度にもとづく，平易な内容を指示する "E"や内容が小説
であることを示す "Fie"の記号が付記されるようになるかもしれない。
1967年の初頭以来，このデューイ分類番号は，多くの場合に三つに区切らられ
て印字されるようになった。このナンバー分割の目的は，自館が必要とする部分だ
けを，この長い分類番号のうちから選別する作業のために，各図密館が専門的に知
識を身に付けた館員を配囮しなくても，これが事務的に処理できるよう配應された
ものである。 LC印刷カードでは，このナンバーの区切りがプライム符号(')で示
されている。 MARCレコードのなかでは， このプライム記号がセットされていな
いためにスラッシュ slashで代用されている。もし，デュ―ィ番号がひとつ以上与
えられている場合には，これらをデ リミッターで区切る。このデューイ分類番号分
割についての詳細は LCCataloging Services Bulletin, no. 78を参照のこと o
1968年現在 D.C.の最新版は17版。
B.N.B. MARCレコードでの例では，
17版による分類 634.239140942 
テープ ・レコード $a 634. 23 $b 914 $c 0942 
17版による分類 658.00973 
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3 LCコール ・ナンバー（タグ 1015101)
このフィールドには完全な LC諮求番号，あるいは LC分類番号のみか，また
はプランク記号が記入される。分類番号部分が記入された完全な請求番号である場
合には，デリミッターによって図芯番号部分との区切りを入れる。
（例） JK609$. M2 
分類番号のみが記載されているのは，LCでカタログは作成したが，その出版
物は LC蔵苫としては考えない。また将来とも蔵苦に組み入れる予定がない出版物
である。標準の印刷カードではこの分類番号には角括弧を用いる。しかし， MARC
レコードでは角括弧をかような目的には使用しない。蔵害として組み込まれた図害
と，蔵書とはみなさない図内とを次のごとくにインディケーターで指示する。
LCの蔵害=O
LCの蔵,'1としては扱わない=l
LCの諮求番号が記入されていない場合や， 分類番号が記入されていない場合
の出版物は， LCの法律図害館へ登録された出版物である。現在のシステムでは，
図苦一冊に対して請求番号一番号が与えられる。この番号は，主題分類番号として
だけではなく，書架のロケーション ・ナンバーとしての役をも果すものである。
4 複製，抜刷り等の栢示（タグ 1015111)
複製，抜刷り，別冊付録など，カタログ ・カードに追加される賓料がこのフィ
ールドに記録される。 （サプリメントやインデックスについては可変コントロール・
ナンバーの欄を参照のこと）
このフィールドは二つのサプ・フィールドからなる oはじめのサプ・フィール
ドにはこの複製や抜刷りに与えられた LC諮求番号が記入される。デリミッターの
用法はさきの用法と同じである。次のサプ ・フィールドにはこの標示部分が記入さ
れる。この二つのフィールドの間はデ リミッターで区切る。訥求番号が与えられて
いない場合には，フィールドの冒頭に二つのデリミッターを記入しこれが欠如して
いることを明示する。
（例） IO I 5 I 11 RS310$. W59$ Offprint. Cover dated 1946. 
IO I 5 I 11 QA152$. A247$ Another issue. 104 p. 
IO I 5 I 11 $$Another issue. Calcutta, 1964. 
このタグは必要に応じて繰りかえされる。
5 国立医学図害館 NationalLibrary of Medicineコール ・ナンバー
（タグ IOl6IOI)
このフィールドには，完全な NLM請求番号，それと もNLM分類番号のみか，
またはプランク記号が記入される o完全な諮求番号の場合には，分類番号部分をデ
リミッターで図害番号部分と 切り離す。現在のところ NLMでは，図芯一冊につき
一番号のみを与えているが，将来には，選択諮求番号，あるいは分類番号を追加し
て副出主題検索を可能ならしめることをも考胞している。この選択分類番号が与え
られた時には，これらのナンバーは従来の諮求番号のあとに続けて記入され，デリ
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ミッターで区切りをつけることになるであろう。
6 国立牒業図害館 NationalAgricultural Libraryコール・ナンバー
（タグ IOl7IOI)
このフィールドには，排架番号 shelflocation number としての機能をもつ
NAL請求番号が記入され， 諮求番号の分類番号部分はデリミッターによって図古
番号部分と区切られる。このナンバーは股業図芯館から提供された場合にのみ記入
される番号である。現在の NALの請求番号は二つの分類法を基準として表示され
ている。 1965年までは米国股業図書館分類表 Schemeof Classification for the 
United States Department of Agriculture Libraryによって分類されていたo
1966年に NALは蔽会図書館分類体系を採用したが，既存の蔵芯の再分類は行って
いない。そのため， 1966年以降に始まった新刊図おの目録記人には LC分類番号が
付加されるが，逐次刊行物の分出記入や，すでに記述されている双杏類の著者名あ
るいは害名変更の目録記入については J~I オリヂナルカードの請求番号が維持されて
いるのである。米国農務省 Departmentof AgriculturP刊の出版物は過去数年に
渡って "1"また，その細目に分類されていたのであるが， 1953年後半から 1965年
にかけてはこれらの刊行物には分類番号の前に "A"を付記しこれを識別していたo
これが， 1966 年以降はこの請求番刃•中の LC 分類番号に "a" なる接頭語が付記さ
れるようになったo
7 国立牒業図害館主題区分番号 SubjectCategory Number (タク'IoI 711 I) 
この欄へは NALの主題区分番号が記入される。このナンバーは動物学とか森
林学とかのごとくにその出版物が屈する広義の主題区分を表示するが，排架番号と
しての機能を果すものではない。
この番号は NALAgricultural Vocabulary Projectの成果である "Agricul-
tural/Biological Subject Category List"を準拠として与えられる。これは股業図
; 1: 館から与えられた場合にのみ記入される番号である。
8 ユニバーサル十進分類番号 UDC(タグ IOl8IOI)
このフィールドは， UDCナンバーのために設けられた欄である。 LCでは現在
この番号を与えていない。
9 各図忠館が使用する諮求番号（タグ IOl9IOI)
この情報は将来のインター ・ライブラリー ・コミュニケーションにとって必須
の事項であるとの理由から，このコミュニケーション ・フォーマットに設けられる
ことになった。特にユニオン ・カタログ作成の段階になると，ある地域システム，
または，ある大学シスデムの傘下にある医害館の所蔵記号は重要な価値をもつ情報
となる。
このフィールドは三つのサプ ・フィールドから布作成され，次のごとくにデ リミ
ッタ ーで区切られる。
IO I 9 IO I Call number $ Holding colection code $ Number of copies 
このサ ブ ・フィールドは各国図書館がおのおのの状況に応じて随意に選択し利
用することができる欄である。
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(a) 請求番号
このナンバーは各図害館システムの実情に合わせて使用する。各図書館シス
テムにみられるそれぞれ異った請求番号や所蔵記号を繰り返して記入することも
できる。
(b) 所蔵コレクション・コード
このコードは，各図書館システムの枯成母体である種々のコレクションや，
あるいは分館所蔵の蔵害など，たとえば稀敲図書室とか地質学図告館であるとか
を識別するために，各図害館システムで開発して利用する独自のコードであるo
相互協力体制をとる図害館間で，相互貸借の要求に応えてかりにも特殊コレクシ
ョンの標示をすることができれば，この処理に要する時間は大きく節約されるで
あろう。この特色の生かされることが望まれる。
(c) 部数
個々の請求番号や所蔵コレクションの表示とともにそれぞれの害架に排架さ
れた部数の記録が望まれるところである。 フィールドにおける記入の例は次のご
とくになる。
PElllL K62$MRR$2 
PN35. H4$PRR$1 
PN35. H4$RBR$10 
PA6279. A4A5$HUM$1 
PR190L A3no.28$HUM$1 
このタグは必要に応じてしばしば繰りかえされるであろう。また，地方の情
報を提供するためにこのフィールドにはインディケーターが使用されることもあ
ろう。
以上が可変フィールドの ControlNumbersと KnowledgeNumbersの部門
についてであるが，この部分でも次のような改訂が加えられ，大巾にタグが変更さ
れている c
（初版）
Tag Variable Field Data Element 
002 LEGEND EXTENSION 
003 LANGUAGES 
CONTROL NUMBERS 
010 LC CARD NUMBER 
011 NATIONAL BIBLIOGRAPHY NUMBER 
012 STANDARD BOOK NUMBER 
013 PL 480 NUMBER 
014 SEARCH CODE 
019 LOCAL SYSTEM NUMBES 
KNOWLEDGE NUMBERS 
020 BNB CLASSIFICATION NUMBER 
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030 DEWEY DECIMAL CLASSIFICATIN NUMBER 
050 LC CALL NUMBER 
051 COPY STATEMENT 
060 NLM CALL NUMBER 
070 NAL CALL NUMBER 
071 NAL SUBJECT CATEGORY NUMBER 
080 UDC NUMBER 
090 LOCAL CALL NUMBER 
（改訂版）
CONTROL FIELDS 
001 Control Number 
002 Sub-Record Directory 
003 Reserved 
004 Cataloging Source 
008 Fixed Fields 
009 Languages 
CONTROL NUMBERS 
010 LC Card Number 
011 Linking LC Card Number 
015 National Bibliography Number 
016 Linking NBN 
020 Standard Book Number 
021 Linking SBN 
025 Overseas Aquisitions Number (PL480, LACAP, etc.) 
026 Linking OAN Number 
035 Local System Number 
036 Linking Local Number 
039 Search Code 
KNOWLEDGE NUMBERS 
050 LC Call Number 
051 Copy Statement 
060 NLM Call Number 
070 NAL Call Number 
071 NAL Subject Category Number 
080 UDC Number 
081 BNB Classification Number 
082 Dewey Decimal Classification No. 
090 Local Call Number 
この MARCIフォーマットの改訂では，タグが持つ機能とデリミッターが持
つ機能について，
く—ータグは，ひとつのデーター・エレメントや一組のデーター・エレメント
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からなるフィールドを識別し，デ リミッターは，コ ード（アルファベット小文字）
と組み合わされ，データーとともに表示されて，フィールド内の個々のデーター ・
エレメントを識別する＞
との概念上の変更が加えられ区別を明確にする考慮が払われているo
コードの改訂部分の大要
I OJ O I 91 言語 Languages
$a テキストあるいは翻訳ものであるo
$b 要約，抄録。
（例） Directory [ 0 0 9 0 O 1 8 O O 1 5 2 
Data b 1 $a ENGFRE $b GERRUS 
この著作は英語で表わされているがフランス語からの翻訳告である。また，こ
れにはドイツ語，ロシア語によって害かれた要約が収録されている。
Directory / 0 0 9 O O 1 3O O 1 5 2 [
Data b b $a ENGFRERUS 
著作は英仏臨の三ヵ国語で表わされているo
このほかデリミッターと組み合わされるサプ ・コードが使用されるフィー＇レド
には次のフィールドがある。
050 LC請求番号
060 NLM 請求番号}$a—分類ナンバ—―
070 NAL請求番号 $b 図書ナンバー＿
また
051 Copy Statement : では
$a—分類ナンバー一~
$b 図書ナンバー
$c—コヒ゜ー表示――-
以上，目録記述部分については次の機会にゆずる o
あとがき
ここで部分的ながらもとりまとめました MARCI Formatばすでに小田泰
正氏によって紹介されておりますように改訂され，さらに改廃が加えられ4版 ('70,
4月）にまでいたっておりますo表面的な紹介の域を脱することができませんでし
たが，この毀は，予定した資料の未着や遅れなどの外的要因に転嫁されるべきもの
ではなく ，こ うまで早い情報技術のテンボに取り残された自分の知識の陳廊化にそ
の責があったと率直に認めることのほうがより直実であると申せましょう。
情報化社会oたしかにこの言業は技術革新のすばらしさを印象づけ，未来の明
るいコンヒ°ュートピアをも連想させます。しかし，これは， うらはらに技術の廃物
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化，知識の陳腐化が早まる社会であるとも指摘されております。また，情報が私意
的にコソトロールされる社会にならないとも限らないせち辛い時代であるかもしれ
ませんo
情報化社会 ・情報選択時代のにない手と目される図書館が，流動する変化に備
えこれに対処する諸活動を要求される時代ともなりましょう。そのためにも，機械
には機械むきの仕事を，人には人間らしく考える仕事を，モットーに遅ればせなが
らも努力は続けたいと考えております。 （昭45.4. 30) 
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